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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作を行うようにプロセッサを構成するための命令を含む非一過性コンピュータ可読媒
体であって、前記操作が、
　患者のグルコースレベルに関係する、デバイス上の第1の警告および/または第2の警告
を含む１つ以上の警告を生成するためのアプリケーションを実行することを含む、操作を
行うように構成され、前記実行することが、
　患者の現在のグルコースレベルにアクセスすることと、
　前記１つ以上の警告と関連する１つ以上の条件にアクセスすることであって、前記１つ
以上の条件が、前記現在のグルコースレベルと１つ以上の閾値との間の関係を定義し、前
記１つ以上の条件が、前記第1の警告に関連する第1の条件、および/または前記第2の警告
に関連する第2の条件を含み、前記第1の条件が、前記患者によって決定されかつ前記患者
によって調整可能であり、前記第2の条件が、前記患者によって調整不可能である、アク
セスすることと、
　前記第1の条件または前記第2の条件が満たされるかどうかと、前記デバイスの状態と、
前記アプリケーションの状態とを決定することと、
　前記第1の条件が満たされる場合に、前記第1の警告を生成すること、または前記第2の
条件が満たされる場合に、前記第2の警告を生成することであって、前記第1の警告および
/または前記第2の警告が、前記デバイスの前記状態及び前記アプリケーションの前記状態
に基づいて生成される、生成することと、を含む、非一過性コンピュータ可読媒体。
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【請求項２】
　前記デバイスの前記状態が、ロック状態、ロック解除状態、消音状態、及び消音解除状
態のうちの１つ以上であり、前記アプリケーションの状態が、活動状態または停止状態で
ある、請求項１に記載の非一過性コンピュータ可読媒体。
【請求項３】
　前記アプリケーションが前記デバイスのスクリーンの前景に表示されるときに、前記ア
プリケーションが活動状態であり、前記アプリケーションが前記デバイスの前記スクリー
ンの背景に表示されるときに、前記アプリケーションが停止状態である、請求項２に記載
の非一過性コンピュータ可読媒体。
【請求項４】
　前記１つ以上の警告が、前記デバイスが消音状態であるときに１つ以上の非聴覚的警告
を含み、前記１つ以上の非聴覚的警告が、振動、または前記デバイスのスクリーンに表示
される視覚化のうちの１つ以上を含み、前記視覚化が、点滅するスクリーンまたは陰影の
付いたスクリーンを含む、請求項２に記載の非一過性コンピュータ可読媒体。
【請求項５】
　前記１つ以上の警告が、前記デバイスがロックされた状態であるときに、前記デバイス
のロックされたスクリーンに表示された１つ以上のローカルの通知を含み、前記１つ以上
のローカルの通知が、前記１つ以上の警告と関連する識別子を表示する、請求項２に記載
の非一過性コンピュータ可読媒体。
【請求項６】
　前記１つ以上のローカルの通知が、前記現在のグルコースレベルと、前記現在のグルコ
ースレベルの変化率を表す傾向矢印とを更に表示する、請求項５に記載の非一過性コンピ
ュータ可読媒体。
【請求項７】
　前記１つ以上の警告が、前記デバイスがロック解除状態であり、前記アプリケーション
が停止状態であるときに、１つ以上のバナーを含み、前記１つ以上のバナーが、前記１つ
以上の警告と関連する識別子を、前記デバイスのスクリーン上に所定の期間表示する、請
求項２に記載の非一過性コンピュータ可読媒体。
【請求項８】
　前記１つ以上の警告が、１つ以上の聴覚的警告を更に含む、請求項７に記載の非一過性
コンピュータ可読媒体。
【請求項９】
　前記操作が、
　前記１つ以上の警告の認知が受信されるまで、または前記１つ以上の条件がそれ以上満
たされないときに、前記１つ以上の警告を所定の頻度で再生成することを更に含む、請求
項１に記載の非一過性コンピュータ可読媒体。
【請求項１０】
　前記１つ以上の警告が、緊急の低い警告、低い警告、高い警告、上昇率警告、下降率警
告、またはデータなし警告を含む、請求項１に記載の非一過性コンピュータ可読媒体。
【請求項１１】
　前記緊急の低い警告が変更可能でない、請求項１０に記載の非一過性コンピュータ可読
媒体。
【請求項１２】
　前記操作が、
　所定の期間中の１つ以上の警告と関連する前記１つ以上の閾値を調整することであって
、前記調整することが、前記１つ以上の警告の１つ以上の条件が前記調整することを行わ
ない場合より頻繁に満たされるようにする、請求項１に記載の非一過性コンピュータ可読
媒体。
【請求項１３】
　前記調整することが、夜間モード中に行われる、請求項１２に記載の非一過性コンピュ
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ータ可読媒体。
【請求項１４】
　方法であって、
　少なくとも１つのプロセッサによって、患者のグルコースレベルに関係する、デバイス
上の１つ以上の警告を生成するためのアプリケーションを実行することを含み、前記実行
することが、
　少なくとも１つのプロセッサによって、患者の現在のグルコースレベルにアクセスする
ことと、
　少なくとも１つのプロセッサによって、第1の警告および/または第2の警告を含む前記
１つ以上の警告と関連する１つ以上の条件にアクセスすることであって、前記１つ以上の
条件が、前記現在のグルコースレベルと１つ以上の閾値との間の関係を定義し、前記１つ
以上の条件が、前記第1の警告に関連する第1の条件、および/または前記第2の警告に関連
する第2の条件を含み、前記第1の条件が、前記患者によって決定されかつ前記患者によっ
て調整可能であり、前記第2の条件が、前記患者によって調整不可能である、アクセスす
ることと、
　少なくとも１つのプロセッサによって、前記第1の条件または前記第2の条件が満たされ
るかどうかと、前記デバイスの状態と、前記アプリケーションの状態とを決定することと
、
　少なくとも１つのプロセッサによって、前記第1の条件が満たされる場合に、前記第1の
警告を生成すること、または前記第2の条件が満たされる場合に、前記第2の警告を生成す
ることであって、前記第1の警告および/または前記第2の警告が、前記デバイスの前記状
態及び前記アプリケーションの前記状態に基づいて生成される、生成することと、を含む
、方法。
【請求項１５】
　前記デバイスの前記状態が、ロック状態、ロック解除状態、消音状態、及び消音解除状
態のうちの１つ以上であり、前記アプリケーションの状態が、活動状態または停止状態で
ある、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記アプリケーションが前記デバイスのスクリーンの前景に表示されるときに、前記ア
プリケーションが活動状態であり、前記アプリケーションが前記デバイスの前記スクリー
ンの背景に表示されるときに、前記アプリケーションが停止状態である、請求項１５に記
載の方法。
【請求項１７】
　前記１つ以上の警告が、前記デバイスが消音状態であるときに１つ以上の非聴覚的警告
を含み、前記１つ以上の非聴覚的警告が、振動、または前記デバイスのスクリーンに表示
される視覚化のうちの１つ以上を含み、前記視覚化が、点滅するスクリーンまたは陰影の
付いたスクリーンを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記１つ以上の警告が、前記デバイスがロックされた状態であるときに、前記デバイス
のロックされたスクリーンに表示された１つ以上のローカルの通知を含み、前記１つ以上
のローカルの通知が、前記１つ以上の警告と関連する識別子を表示する、請求項１５に記
載の方法。
【請求項１９】
　前記１つ以上のローカルの通知が、前記現在のグルコースレベルと、前記現在のグルコ
ースレベルの変化率を表す傾向矢印とを更に表示する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記１つ以上の警告が、前記デバイスがロック解除状態であり、前記アプリケーション
が停止状態であるときに、１つ以上のバナーを含み、前記１つ以上のバナーが、前記１つ
以上の警告と関連する識別子を、前記デバイスのスクリーン上に所定の期間表示する、請
求項１５に記載の方法。
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【請求項２１】
　前記１つ以上の警告が、１つ以上の聴覚的警告を更に含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　少なくとも１つのプロセッサによって、前記１つ以上の警告の認知が受信されるまで、
または前記１つ以上の条件がそれ以上満たされないときに、前記１つ以上の警告を所定の
頻度で再生成することを更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　前記１つ以上の警告が、緊急の低い警告、低い警告、高い警告、上昇率警告、下降率警
告、またはデータなし警告を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２４】
　前記緊急の低い警告が変更可能でない、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　少なくとも１つのプロセッサによって、所定の期間中の前記１つ以上の警告と関連する
前記１つ以上の閾値を調整することであって、前記調整することが、前記１つ以上の警告
の１つ以上の条件が前記調整することを行わない場合より頻繁に満たされるようにする、
請求項１４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記調整することが、夜間モード中に行われる、請求項２５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互作用による組み込み
　出願データシートに特定されるありとあらゆる優先権の主張またはそれに対するあらゆ
る補正は、３７　ＣＦＲ　１．５７の下に参照により本明細書に組み込まれる。本出願は
、２０１４年１０月２２日に出願された米国仮出願第６２／０６７，３０３号の利益を主
張する。前述の出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれ、本明細書において
明示的に本明細書の一部をなす。
【０００２】
　本開示は、概して、コンピューティングデバイス上のグルコースデータの提示、特に、
現在の状態及び予測された状態を一目で提供する様式での患者のグルコースデータの提示
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　真性糖尿病は、膵臓が十分なインスリンを創出することができない障害である。糖尿病
状態において、高血糖を患っている人は、微小血管の劣化と関連する一連の生理学的副作
用を経験し得る。これらの副作用としては、例えば、腎不全、皮膚潰瘍、または眼の硝子
体への出血等を挙げることができる。低血糖事象等の低血糖反応は、インスリンの不注意
な過剰摂取によって、またはインスリン若しくはグルコース低下剤の通常投薬後に引き起
こされ得る。重症の低血糖反応においては、頭痛、発作、意識消失、及び昏睡状態の高い
危険性があり得る。
【０００４】
　糖尿病の人は自己監視式血中グルコース（ＳＭＢＧ）モニタを持ち運んでもよく、これ
は、典型的には、ユーザが、自身のグルコースレベルを測定するために自身の指を穿刺す
ることを必要とする。伝統的な指穿刺方法に伴う不都合のために、糖尿病患者は、ＳＭＢ
Ｇ測定を適時に行う傾向になく、その結果、自身の血糖値が危険な状況を示しているかど
うかに気が付かない場合がある。
【０００５】
　このため、種々の非侵襲的、経真皮（例えば、経皮）、及び／または埋め込み可能な電
気化学的センサが、血中グルコース値を検出及び／または定量化するために開発されてい
る。これらのデバイスは、概して、遠隔デバイスでの後続の分析のために、原データまた
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は最小限に加工されたデータを伝送する。遠隔デバイスは、センサを持っているユーザに
情報を提示するディスプレイを有してもよい。いくつかのシステムでは、患者は、自身の
グルコースレベルを携帯型コンピューティングデバイス上でチェックし得る。この情報を
、目立たないように、かつ確実に提示することは困難である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　コンピュータプログラム製品を含む、グルコースレベルデータを提示するための方法及
び装置が提供される。
【０００７】
　一態様では、グルコースデータが患者のために受信される。現在のグルコースレベル、
及び現在のグルコースレベルの変化率が、受信したグルコースデータに基づいて決定され
る。第１のインターフェースがデバイスのスクリーン上に表示される。第１のインターフ
ェースは、ユニタリアイコンを含む。ユニタリアイコンは、現在のグルコースレベル、及
び変化率の視覚化を表示する。
【０００８】
　上記の方法、装置、及びコンピュータプログラム製品は、いくつかの実装では、以下の
特徴のうちの１つ以上を更に含んでもよい。
【０００９】
　変化率は、少なくとも現在のグルコースレベル及び第２の値に基づき得る。第２の値は
、現在のグルコースレベルと関連する時間に先行する第２の時間での患者のグルコースレ
ベルを表し得る。
【００１０】
　変化率の視覚化は、第１の方向を向いた１つ以上の矢印を含んでもよい。第１の方向は
、現在のグルコースレベルが、増加しているか、減少しているか、または安定しているか
を表し得る。変化率の視覚化は、少なくとも１つ以上の矢印の第１の方向を変動させるこ
とによって変化し得る。
【００１１】
　第１の方向を向いた１つ以上の矢印は、変化率が増加しているときに０°の第１の指示
方向を有してもよく、変化率が減少しているときに１８０°の第２の指示方向を有しても
よく、あるいは変化率が安定しているときに９０°の第３の指示方向を有してもよい。
【００１２】
　１つ以上の矢印の数は、変化率の大きさに基づいて選択され得る。
【００１３】
　ユニタリアイコンは、少なくとも現在のグルコースレベルに基づく背景色を保有しても
よい。
【００１４】
　背景色は、現在のグルコースレベルが高グルコースレベルと関連するときに第１の色で
あってもよく、現在のグルコースレベルが標的グルコースレベルと関連するときに第２の
色であってもよく、現在のグルコースレベルが低グルコースレベルと関連するときに第３
の色であってもよい。
【００１５】
　第１のインターフェースは、所定の期間にわたる複数のグルコースレベルを表示するグ
ラフを更に含んでもよい。複数のグルコースレベルは、現在のグルコースレベル及び１つ
以上の過去の値を表す複数のデータ点を含み得る。
【００１６】
　グラフは、高グルコースレベルと関連する第１の帯、標的グルコースレベルと関連する
第２の帯、及び低グルコースレベルと関連する第３の帯のうちの１つ以上に分けられ得る
。第１の帯、第２の帯、及び第３の帯は、異なる色であってもよい。
【００１７】
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　現在のグルコースレベルは、現在の帯におけるグラフの一番右側に表示されてもよい。
現在の帯は、第１の帯、第２の帯、または第３の帯を含み得る。現在の帯の色は、ユニタ
リアイコンの背景色に一致し得る。
【００１８】
　複数のデータ点は、少なくとも第１のデータ点型及び第２のデータ点型を含み得る。現
在のグルコースレベルは、第１のデータ点型を使用するグラフ上に表示されてもよい。１
つ以上の過去の値は、第２のデータ点型を使用するグラフ上に表示されてもよい。
【００１９】
　第１のデータ点型は、黒色の枠及び白色の背景を有する第１の円であってもよい。第２
のデータ点型は、黒色の枠及び黒色の背景を有する第２の円であってもよい。
【００２０】
　複数のデータ点は、事象を表す第３のデータ点型を更に含み得る。事象は、複数のデー
タ点の最近の１つと関連し得る。
【００２１】
　第３のデータ点型は、第１のデータ点型または第２のデータ点型を囲繞する形状であり
得る。
【００２２】
　事象の説明が、第３のデータ点型が選択されるときに第１のインターフェース上に表示
されてもよい。
【００２３】
　スクリーンが回転するときに、第２のインターフェースが表示されてもよい。第２のイ
ンターフェースは、ユーザが選択した期間にわたる第１のユーザインターフェースにおけ
るグラフの横長の図を含み得る。ユーザが選択した期間は、１時間、３時間、６時間、１
２時間、または２４時間であり得る。
【００２４】
　小型アイコンが、複数のデータ点のうちの１つが選択されるときに第２のインターフェ
ース上に表示されてもよい。小型アイコンは、選択されたデータ点と関連するグルコース
レベルを表示し得る。小型アイコンは、１つ以上の閾値に対する選択されたデータ点の値
に基づく背景色を更に含んでもよい。
【００２５】
　第１のインターフェースは、デバイス上の消音スイッチが有効であるかどうかを示す第
２のアイコンを更に含んでもよい。
【００２６】
　第１のインターフェースは、較正測定が必要であるかどうかを示す第３のアイコンを更
に含んでもよい。
【００２７】
　第１のインターフェースは、第４のアイコンを更に含んでもよく、これは、第４のアイ
コンが選択されるときに、１つ以上の事象の入力を可能にする。１つ以上の事象は、食物
摂取、飲料摂取、運動、及び薬物の投与のうちの１つ以上と関連し得る。
【００２８】
　第１のインターフェースは、遠隔監視が有効であるか、無効であるか、またはエラーを
経験しているかどうかを示す第５のアイコンを更に含んでもよい。
【００２９】
　現在のグルコースレベルは、遠隔監視が有効であるときに、患者によって承認された１
人以上の遠隔監視者と共有され得る。遠隔監視は、デバイスが患者によって承認された１
人以上の遠隔監視者と接続できないときに、エラーを経験し得る。
【００３０】
　第５のアイコンは、遠隔監視が無効であるときに第１の色を有し得る。第５のアイコン
は、遠隔監視が有効であるときに１つ以上の色を有し得る。１つ以上の色は、第１の色と
異なってもよい。第５のアイコンは、遠隔監視がエラーを経験しているときにバッジを有
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し得る。
【００３１】
　ユニタリアイコンは、１つ以上の矢印を持つ円形状を含んでもよく、この１つ以上の矢
印は、現在のグルコースレベルの変化率に基づいて円形状の周囲を回転する。
【００３２】
　現在のグルコースレベルは、円形状の内部に表示され得る。
【００３３】
　別の態様では、患者の現在のグルコースレベル及び現在のグルコースレベルの変化率に
アクセスする。患者に対する臨床的危険性が決定される。第１のインターフェースがデバ
イスのスクリーン上に表示される。第１のインターフェースは、臨床的危険性の視覚化及
びユニタリアイコンを含む。ユニタリアイコンは、現在のグルコースレベル、及び変化率
の視覚化を表示する。
【００３４】
　上記の方法、装置、及びコンピュータプログラム製品は、いくつかの実装では、以下の
特徴のうちの１つ以上を更に含んでもよい。
【００３５】
　臨床的危険性を決定することは、現在のグルコースレベル及び変化率に基づき得る。臨
床的危険性は、推定グルコースレベルと関連し得る。
【００３６】
　変化率は、少なくとも現在のグルコースレベル及び第２の値に基づき得る。第２の値は
、第２の時間での患者のグルコースレベルを表し得る。第２の時間は、現在のグルコース
レベルと関連する時間に先行し得る。
【００３７】
　臨床的危険性は、以下の条件のうちの１つ以上が満たされるときに高くてもよい：現在
のグルコースレベルが第１の閾値を上回り、かつ変化率が増大している；現在のグルコー
スレベルが第１の閾値を上回り、かつ変化率が安定している；現在のグルコースレベルが
第２の閾値を下回り、かつ変化率が減少している；現在のグルコースレベルが第２の閾値
を下回り、かつ変化率が安定している。
【００３８】
　臨床的危険性は、以下の条件のうちの１つ以上が満たされるときに低くてもよい：現在
のグルコースレベルが第１の閾値を上回り、かつ変化率が減少している；現在のグルコー
スレベルが第２の閾値を下回り、かつ変化率が増加している；現在のグルコースレベルが
第１の閾値と第２の閾値との間であり、かつ変化率が安定している。
【００３９】
　臨床的危険性の視覚化は、臨床的危険性が高いときに、デバイスのスクリーンを第１の
色で彩色することを含み得る。臨床的危険性の視覚化は、臨床的危険性が低いときに、デ
バイスのスクリーンを第２の色で彩色することを含み得る。
【００４０】
　臨床的危険性の視覚化は、色のグラデーションをユニタリアイコンの背景に組み込むこ
とを含み得る。色のグラデーションは、複数の色を含んでもよい。複数の色は、臨床的危
険性を図示するパターンで配列されてもよい。
【００４１】
　臨床的危険性の視覚化は、推定グルコースレベルを第２のユニタリアイコン上に表示す
ることを含み得る。
【００４２】
　変化率の視覚化は、第１の方向を向いた１つ以上の矢印を含んでもよい。第１の方向は
、現在のグルコースレベルが、増加しているか、減少しているか、または安定しているか
を表し得る。
【００４３】
　第１の方向を向いた１つ以上の矢印は、変化率が増加しているときに０°の第１の指示
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方向を有してもよく、変化率が減少しているときに１８０°の第２の指示方向を有しても
よく、あるいは変化率が安定しているときに９０°の第３の指示方向を有してもよい。
【００４４】
　１つ以上の矢印の数は、変化率の大きさに基づいて選択され得る。
【００４５】
　臨床的危険性の視覚化は、１つ以上の矢印を点滅させることを含み得る。
【００４６】
　臨床的危険性の視覚化は、１つ以上の矢印を拡大することを含み得る。
【００４７】
　臨床的危険性の視覚化は、１つ以上の矢印及びユニタリアイコンの背景を異なる色で彩
色することを含み得る。
【００４８】
　臨床的危険性を決定することは、１つ以上の事象に更に基づき得る。１つ以上の事象は
、食物摂取、飲料摂取、運動、及び薬物の投与のうちの１つ以上と関連し得る。
【００４９】
　現在のグルコースレベル及び変化率のうちの１つ以上が、デバイスがロックされている
ときに、ロックされたスクリーン上に表示されてもよい。
【００５０】
　更なる態様では、アプリケーションが、患者のグルコースレベルに関係するデバイス上
の１つ以上の警告を生成するために実行される。実行することは、患者の現在のグルコー
スレベルにアクセスすることを含む。実行することはまた、１つ以上の警告と関連する１
つ以上の条件にアクセスすることを含む。１つ以上の条件は、現在のグルコースレベルと
１つ以上の閾値との間の関係を定義する。実行することは、１つ以上の条件が満たされる
かどうかを決定することを更に含む。実行することはまた、１つ以上の条件が満たされる
ときに１つ以上の警告を生成することを含む。生成される１つ以上の警告は、デバイスの
状態及びアプリケーションの状態のうちの１つ以上に基づく。
【００５１】
　上記の方法、装置、及びコンピュータプログラム製品は、いくつかの実装では、以下の
特徴のうちの１つ以上を更に含んでもよい。
【００５２】
　デバイスの状態は、ロック状態、ロック解除状態、消音状態、及び消音解除状態のうち
の１つ以上を含み得る。アプリケーションの状態は、活動状態または停止状態を含み得る
。
【００５３】
　アプリケーションは、そのアプリケーションがデバイスのスクリーンの前景に表示され
るときに活動状態であってもよい。アプリケーションは、そのアプリケーションがデバイ
スのスクリーンの背景に表示されるときに停止状態であってもよい。
【００５４】
　１つ以上の警告は、デバイスが消音状態であるときに１つ以上の非聴覚的警告を含み得
る。１つ以上の非聴覚的警告は、振動、またはデバイスのスクリーン上に表示される視覚
化のうちの１つ以上を含んでもよい。視覚化は、点滅するスクリーンまたは陰影の付いた
スクリーンを含んでもよい。
【００５５】
　１つ以上の警告は、デバイスがロックされた状態であるときに、ロックされたデバイス
のスクリーン上に表示された１つ以上のローカルの通知を含んでもよい。１つ以上のロー
カルの通知は、１つ以上の警告と関連する識別子を表示してもよい。
【００５６】
　１つ以上のローカルの通知は、現在のグルコースレベルと、現在のグルコースレベルの
変化率を表す傾向矢印とを更に表示してもよい。
【００５７】
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　１つ以上の警告は、デバイスがロック解除状態であり、アプリケーションが停止状態で
あるときに、１つ以上のバナーを含み得る。１つ以上のバナーは、１つ以上の警告と関連
する識別子を、デバイスのスクリーン上に所定の期間表示してもよい。
【００５８】
　１つ以上の警告は、１つ以上の聴覚的警告を更に含んでもよい。
【００５９】
　１つ以上の警告は、１つ以上の警告の認知が受信されるまで、または１つ以上の条件が
それ以上満たされないときに、所定の頻度で再生成され得る。
【００６０】
　１つ以上の警告は、緊急の低い警告、低い警告、高い警告、上昇率警告、下降率警告、
またはデータなし警告を含んでもよい。
【００６１】
　緊急の低い警告は、変更可能でない場合がある。
【００６２】
　１つ以上の警告と関連する１つ以上の閾値は、所定の期間の間で調整され得る。調整す
ることにより、１つ以上の警告の１つ以上の条件が、調整することを行わない場合より頻
繁に満たされるようになり得る。調整することは、夜間モード中に行われてもよい。
【００６３】
　更に別の態様では、患者のグルコースレベルに関する１つ以上の警告が維持される。１
つ以上の警告は、１つ以上の条件が満たされるときに生成される。１つ以上の条件は、患
者の現在のグルコースレベルと１つ以上の閾値との間の関係を定義する。第１のデバイス
上の消音機能が有効であるかどうかが検出される。１つ以上の警告の生成は、検出するこ
とに基づいて修正される。
【００６４】
　上記の方法、装置、及びコンピュータプログラム製品は、いくつかの実装では、以下の
特徴のうちの１つ以上を更に含んでもよい。
【００６５】
　患者は、消音スイッチが有効であることを、１つ以上の通知を使用して通知されてもよ
い。通知することは、検出することに基づき得る。
【００６６】
　画像が第１のデバイスのスクリーン上に表示されてもよい。画像は、消音機能が第１の
デバイス上で有効であることを示し得る。メッセージがスクリーン上に表示されてもよい
。メッセージは、消音機能が第１のデバイス上で有効であることを示し得る。電子メール
が患者に送信されてもよい。電子メールは、消音機能が第１のデバイス上で有効であるこ
とを示し得る。
【００６７】
　１つ以上の振動性警告が、１つ以上の通知の認知が受信されるまで生成され得る。
【００６８】
　メッセージが第２のデバイスに送信され得る。メッセージは、第２のデバイスに、消音
機能が第１のデバイス上で有効であることを患者の１人以上の遠隔監視者に通知させ得る
。
【００６９】
　修正することは、患者の１人以上の遠隔監視者との通信を開始することを含み得る。通
信は、１つ以上の警報の１つ以上の条件が満たされることを示し得る。通信は、電話、テ
キストメッセージ、及び電子メールのうちの１つ以上を含んでもよい。
【００７０】
　修正することは、メッセージを第２のデバイスに送信することを含み得る。メッセージ
は、第１のデバイス上の１つ以上の警告の１つ以上の条件が満たされることを示してもよ
く、第２のデバイスに１つ以上の警告を生成させてもよい。
【００７１】
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　修正することは、１つ以上の閾値を調整することを含み得る。調整することにより、１
つ以上の警告の１つ以上の条件が、調整することを行わない場合より頻繁に満たされるよ
うになり得る。１つ以上の閾値を調整することは、所定の期間の間で行われてもよい。
【００７２】
　メッセージが、第１のデバイスと通信しているポンプに送信され得る。メッセージは、
ポンプに患者への薬剤の送達を中断させ得る。
【００７３】
　別の態様では、アプリケーションが、患者のグルコースレベルを監視するための第１の
デバイス上で実行される。第１のデバイス上のアプリケーションが実行を停止したかどう
かが決定される。決定に基づいて通知が生成される。通知は、アプリケーションが実行を
停止したことを示す。
【００７４】
　上記の方法、装置、及びコンピュータプログラム製品は、いくつかの実装では、以下の
特徴のうちの１つ以上を更に含んでもよい。
【００７５】
　通知は、アプリケーションが実行を停止する前に生成されてもよく、アプリケーション
が終了することを示してもよい。
【００７６】
　通知は、第１のデバイス上で、ローカルで生成され得る。
【００７７】
　メッセージが第２のデバイスに送信され得る。メッセージは、第２のデバイスに、アプ
リケーションが実行を停止したことを患者の１人以上の遠隔監視者に通知させてもよい。
【００７８】
　アプリケーションは、第３のデバイスからの通信を受信する際に開始し得る。通信は、
アプリケーションの操作と関連し得る。第１のデバイス及び第３のデバイスは、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を使用して対となってもよい。
【００７９】
　警報が第１のデバイス上で設定されてもよい。警報は、所定の時間に開始するように構
成され得る。警報は、所定の時間を延長することによって警報が開始する前に第１のデバ
イス上でリセットされ得る。アプリケーションが実行を停止したかどうかを決定すること
は、警報の開始に基づき得る。
【００８０】
　通知は、アプリケーションが所定の期間中に第２のデバイスと通信することに失敗した
ことを示すメッセージを受信する際に生成され得る。
【００８１】
　決定することは、第１のデバイスの電池が所定の期間中の第１のデバイスの操作を継続
するのに十分な電力を有するかどうかを決定することを含んでもよい。
【００８２】
　前述の一般的な説明及び以下の詳細な説明は共に、例示的及び説明的なものでしかなく
、限定するものではないことを理解されたい。更なる特徴及び／または変化形が、本明細
書に示されるものに加えて提供される場合がある。例えば、本明細書に記載の実装は、開
示される特徴の種々の組み合わせ及び部分的組み合わせ、ならびに／または詳細な説明に
おいて以下に開示される数個の更なる特徴の組み合わせ及び部分的組み合わせを対象とす
る場合がある。
【００８３】
　本特許または出願ファイルは、少なくとも１つのカラーで作成された図面を含む。カラ
ーの図面（複数可）を含む本特許または特許出願公報の複写は、請求及び必要な費用の支
払いに応じて、特許庁により提供されることになる。
【００８４】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付の図面は、本明細書に開示の主
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題のある特定の態様を示し、説明と併せて、本明細書に開示の主題と関連する原理のいく
つかを説明することを助ける。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】いくつかの例示的な実装に従う連続的分析物センサを図示する。
【図２Ａ】いくつかの例示的な実装に従う系統図を図示する。
【図２Ｂ】いくつかの例示的な実装に従う連続的グルコース監視アプリケーションの機能
的ブロック図を図示する。
【図３Ａ】いくつかの例示的な実装に従うモバイルコンピューティングデバイスのための
ユーザインターフェースを図示する。
【図３Ｂ】いくつかの例示的な実装に従う事象を入力するためのユーザインターフェース
を図示する。
【図３Ｃ】いくつかの例示的な実装に従う事象を入力するためのユーザインターフェース
を図示する。
【図３Ｄ】いくつかの例示的な実装に従う遠隔監視設定を調整するためのユーザインター
フェースを図示する。
【図３Ｅ】いくつかの例示的な実装に従う遠隔監視設定を調整するためのユーザインター
フェースを図示する。
【図３Ｆ】いくつかの例示的な実装に従う遠隔監視設定を調整するためのユーザインター
フェースを図示する。
【図３Ｇ】いくつかの例示的な実装に従う遠隔監視設定を調整するためのユーザインター
フェースを図示する。
【図３Ｈ】いくつかの例示的な実装に従うグルコースモニタを較正するためのユーザイン
ターフェースを図示する。
【図３Ｉ】いくつかの例示的な実装に従うメニューを図示する。
【図３Ｊ】いくつかの例示的な実装に従うトランスミッタ情報を表示するためのユーザイ
ンターフェースを図示する。
【図４Ａ】いくつかの例示的な実装に従うグルコースレベル情報を提供するためのユーザ
インターフェースの種々の表示を図示する。
【図４Ｂ】いくつかの例示的な実装に従うグルコースレベル情報を提供するためのユーザ
インターフェースの種々の表示を図示する。
【図５Ａ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図５Ｂ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図５Ｃ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図５Ｄ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図６Ａ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図６Ｂ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図６Ｃ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図７Ａ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図７Ｂ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図７Ｃ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
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々の表示を図示する。
【図７Ｄ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図７Ｅ】いくつかの例示的な実装に従う反映モードにあるユーザインターフェースの種
々の表示を図示する。
【図８Ａ】いくつかの例示的な実装に従うユーザの臨床的危険性を示すユーザインターフ
ェースの種々の表示を図示する。
【図８Ｂ】いくつかの例示的な実装に従うユーザの臨床的危険性を示すユーザインターフ
ェースの種々の表示を図示する。
【図８Ｃ】いくつかの例示的な実装に従うユーザの臨床的危険性を示すユーザインターフ
ェースの種々の表示を図示する。
【図８Ｄ】いくつかの例示的な実装に従うユーザの臨床的危険性を示すユーザインターフ
ェースの種々の表示を図示する。
【図９Ａ】いくつかの例示的な実装に従う警告を生成するためのプロセスを図示する。
【図９Ｂ】いくつかの例示的な実装に従うユーザの警告を管理するためのユーザインター
フェースを図示する。
【図１０Ａ】いくつかの例示的な実装に従う低い警告のためのユーザインターフェースを
図示する。
【図１０Ｂ】いくつかの例示的な実装に従う低い警告のためのユーザインターフェースを
図示する。
【図１１】いくつかの例示的な実装に従う緊急の低い警告のためのユーザインターフェー
スを図示する。
【図１２】いくつかの例示的な実装に従う高い警告のためのユーザインターフェースを図
示する。
【図１３】いくつかの例示的な実装に従う上昇率警告のためのユーザインターフェースを
図示する。
【図１４】いくつかの例示的な実装に従う下降率警告のためのユーザインターフェースを
図示する。
【図１５】いくつかの例示的な実装に従うデータなし警告のためのユーザインターフェー
スを図示する。
【図１６Ａ】いくつかの例示的な実装に従う警告のための種々のユーザインターフェース
を図示する。
【図１６Ｂ】いくつかの例示的な実装に従う警告のための種々のユーザインターフェース
を図示する。
【図１６Ｃ】いくつかの例示的な実装に従う警告のための種々のユーザインターフェース
を図示する。
【図１７】いくつかの例示的な実装に従う夜間モード操作のためのユーザインターフェー
スを図示する。
【図１８】いくつかの例示的な実装に従う、コンピューティングデバイスが消音モードで
あるときに警告を発行するためのプロセスを図示する。
【図１９】いくつかの例示的な実装に従う、消音されたコンピューティングデバイスのた
めのユーザインターフェースを図示する。
【図２０】いくつかの例示的な実装に従う、連続的グルコース監視アプリケーションが起
動を停止したときに警告を発行するためのプロセスを図示する。
【発明を実施するための形態】
【００８６】
　図面中の同じまたは類似した項目を指すために同様の標識が使用される。
【００８７】
　連続的グルコース監視システムは、患者のグルコースレベルを頻繁な間隔で注意深く監
視し得る。グルコースレベル測定の頻度を増加させ、これらの測定値を患者に送信するこ
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とによって、患者は、時間と共に組織を損傷し得る長い高グルコースレベルの期間を防止
することができ、危険な程に低いグルコースレベルの期間を防止または短縮することがで
きる。連続的グルコース監視システムは、受信器等の専用の表示デバイスを有してもよい
。患者または遠隔監視者は、この受信器を使用して、患者のグルコースレベルを見て、患
者のグルコースレベルが高くなるかまたは低くなるときに警告を受信し得る。患者は別個
のグルコース監視デバイスを持ち運ぶことを面倒に感じ得るため、受信器の機能を、スマ
ートフォンまたは他の携帯型デバイス等の多機能コンピューティングデバイス中に組み込
むことが有利であり得る。
【００８８】
　図１は、連続的分析物センサシステム（例えば、連続的グルコース計）８を含む例示的
なシステムを描写する。連続的分析物センサシステム８は、センサ電子機器モジュール１
２と、患者１００に接続している連続的分析物センサ１０とを含み得る。本システムは、
医薬品送達ポンプ２及び血中グルコース計４等の他のデバイス及び／またはセンサを含み
得る。連続的分析物センサ１０は、センサ電子機器モジュール１２に物理的に接続してい
てもよく、連続的分析物センサ１０と一体である（例えば、それに着脱不可能に取り付け
られる）か、またはそれに着脱可能に取り付け可能であってもよい。センサ電子機器モジ
ュール１２、医薬品送達ポンプ２、及び／または血中グルコース計４は、表示デバイス１
４、１６、１８、及び２０等の１つ以上のデバイスと連結し得る。
【００８９】
　図１は図示を目的とするものであり、本システムは他の構成要素も含み得ることを理解
されたい。例えば、本システムは、連続的分析物センサシステム８及び医薬品送達ポンプ
２と通信している胃ペースメーカーを更に含み得る。本システムの構成要素は、互いに通
信して、患者の食物／飲料の処理を促進するために胃ペースメーカーをトリガしてペーシ
ングを行わせ得る。例証として、連続的グルコースセンサシステム８は、メッセージを胃
ペースメーカーへとトリガして、高血糖事象がシステムによって検出された場合にはペー
シングを開始し、測定されたグルコースレベルが所定の閾値（複数可）未満であるかまた
はそれ以内である場合にはペーシングを停止し得る。
【００９０】
　本システムはまた、いくつかの実装において、他のデバイスと通信し得る。例えば、本
システムは、自動車の電子機器と通信し得る。自動車電子機器のディスプレイを表示デバ
イスとして使用して、分析物センサシステム８によって測定されたグルコースレベルをユ
ーザに表示及び／または警告し得る。更に、自動車電子機器は、分析物センサシステムに
よって測定されたグルコースレベルに応じて自動車の操作を促進し得る。例えば、自動車
電子機器は、グルコースレベルが低すぎる場合にイグニションを無効にし得、または自動
車が自動運転性能を含む場合には、自動車を道路脇に寄せて止め得る。
【００９１】
　いくつかの例示的な実装において、本システムは、ネットワーク１２０を介して（例え
ば、有線、無線、またはこれらの組み合わせを介して）、ホスト（患者とも称される）と
関連する、センサシステム８、及び表示デバイス１４、１６、１８、及び２０等の他のデ
バイスから提供される分析物データ（及び／または他の患者関連データ）を分析するよう
に構成されている、クラウドに基づく分析物プロセッサ１１４を含んでもよい。クラウド
に基づく分析物プロセッサ１１４は、ある特定の時間枠にかけて測定された分析物に関す
る統計等の高レベル情報を提供する報告を生成するように構成されてもよい。
【００９２】
　いくつかの例示的な実装において、センサ電子機器モジュール１２は、連続的分析物セ
ンサ（例えば、連続的グルコース計）１０によって生成された測定及び処理データと関連
する電子回路を含み得る。この生成された連続的センサデータはまた、連続的センサデー
タを処理し較正するために使用され得るアルゴリズムを含んでもよいが、これらのアルゴ
リズムは、同様に他の方法でも提供され得る。センサ電子装置モジュール１２は、連続的
グルコースセンサ等の連続的分析物センサを介して分析物レベルの測定値を提供するため
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に、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせを含み得
る。
【００９３】
　センサ電子機器モジュール１２は、表示デバイス１４、１６、１８、及び／または２０
等の１つ以上のデバイスと連結してもよい（例えば、無線で等）。表示デバイス１４、１
６、１８、及び／または２０は、表示デバイス１４、１６、１８、及び／または２０での
表示のためにセンサ電子機器モジュール１２によって伝送されたセンサ情報等の情報を提
示する（及び／または報知する）ように構成され得る。いくつかの実装において、表示デ
バイス１４、１６、１８、及び／または２０は、センサ電子機器モジュール１２によって
行われるアルゴリズムを実装してもよい。
【００９４】
　表示デバイスは、比較的小型のキーフォブ様表示デバイス１４、比較的大型の携帯型表
示デバイス１６、携帯電話（例えば、スマートフォン、タブレット等）１８、コンピュー
タ２０、及び／または少なくとも、情報（例えば、医薬品送達情報、個別の自己監視グル
コース読み出し値、心拍数モニタ、カロリー摂取モニタ等）を提示するように構成されて
いる、任意の他のユーザ機器を含み得る。
【００９５】
　いくつかの例示的な実装において、比較的小型のキーフォブ様表示デバイス１４は、腕
時計、ベルト、ネックレス、ペンダント、宝飾品の一部、接着パッチ、ページャ、キーフ
ォブ、プラスチック製のカード（例えば、クレジットカード）、身分証明（ＩＤ）カード
等を含んでもよい。この小型の表示デバイス１４は、比較的小型のディスプレイ（例えば
、大型の表示デバイスよりも小さい）を含み得、数値及び矢印等のある特定の種類の表示
可能なセンサ情報を表示するように構成され得る。
【００９６】
　いくつかの例示的な実装において、比較的大型の携帯型表示デバイス１６は、携帯型受
信器デバイス、パームトップコンピュータ等を備えてもよい。この大型の表示デバイスは
、比較的大型のディスプレイ（例えば、小型表示デバイスよりも大きい）を含んでもよく
、これは、情報、例えば、センサシステム８によって出力された現在及び過去のセンサデ
ータを含む連続的センサデータのグラフィック表示を表示するように構成され得る。
【００９７】
　いくつかの例示的な実装において、連続的分析物センサ（例えば、連続的グルコース計
）１０は、分析物を検出及び／または測定するためのセンサを備え、連続的分析物センサ
１０は、非侵襲的デバイス、皮下デバイス、経真皮デバイス、及び／または血管内デバイ
スとして、分析物を連続的に検出及び／または測定するように構成され得る。いくつかの
例示的な実装において、連続的分析物センサ１０は、複数の間欠的血液試料を分析するこ
とができるが、別の分析物も同様に使用可能である。
【００９８】
　いくつかの例示的な実装において、連続的分析物センサ１０は、１つ以上の測定技法、
例えば、酵素的、化学的、物理的、電子化学的、分光光度的、旋光分析的、熱量分析的、
イオン泳動的、放射測定的、免疫化学的等を使用して、体内グルコースを測定するように
構成されているグルコースセンサを備えてもよい。連続的分析物センサ１０がグルコース
センサを含む実装において、グルコースセンサは、グルコースの濃度を測定することがで
きる任意のデバイスを備えてもよく、侵襲的、最小限に侵襲的、及び非侵襲的感知技法（
例えば、蛍光監視）を含む、種々の技法を使用してグルコースを測定し、患者１００にお
けるグルコース濃度を示すデータ、例えば、データストリームを提供し得る。データスト
リームは、原のデータ信号であり得、これが、ユーザ、例えば、患者または遠隔監視者（
例えば、親、親戚、保護者、教師、医師、看護師、または患者の健康状態に関心を有する
任意の他の個人）にグルコース値を提供するために使用される、較正及び／またはフィル
タ処理したデータストリームに変換される。更に、連続的分析物センサ１０は、次の種類
のセンサのうちの少なくとも１つとして実装され得る：埋め込み可能なグルコースセンサ
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、ホストの血管または体外に埋め込まれる経皮グルコースセンサ、皮下センサ、再充填可
能な皮下センサ、血管内センサ、及び非侵襲的分析物センサ。
【００９９】
　本明細書の記載はグルコースセンサを備える連続的分析物センサ１０を含むいくつかの
実装に言及するが、連続的分析物センサ１０は、同様に他の種類の分析物センサを備えて
もよい。更に、いくつかの実装は、埋め込み可能なグルコースセンサとしてグルコースセ
ンサに言及するが、グルコースの濃度を検出し、グルコース濃度を表す出力信号を提供す
ることができる他の種類のデバイスも同様に使用され得る。また更に、本明細書の記載は
、測定、処理等が行われる分析物としてグルコースに言及するが、他の分析物が同様に使
用されてもよく、これらとしては、例えば、ケトン体（例えば、アセトン、アセト酢酸及
びベータヒドロキシ酪酸、乳酸塩等）、グルカゴン、アセチルＣｏＡ、トリグリセリド、
脂肪酸、クエン酸回路の中間体、コリン、インスリン、コルチゾール、テストステロン等
が挙げられる。
【０１００】
　図２Ａは、いくつかの実装に従う、グルコースレベルデータを種々の構成要素間で交換
及び通信するためのシステム２００を示す。システム２００は、図１Ａのシステムの変化
形である。特に、システム２００は、センサシステム８と情報を受信及び／または交換し
得る更なる構成要素を含み、ネットワーク１２０の特徴を更に識別する。患者１００は、
自身の身体上に連続的グルコースセンサシステム８を有する。センサシステム８は、適用
デバイス７を使用して患者１００に適用され得る。データ受信器１６及び第１の携帯型コ
ンピューティングデバイス１８がセンサシステム８と通信し得る。本システムはまた、１
つ以上のデスクトップまたはラップトップコンピューティングデバイス２０、１つ以上の
サーバを含むネットワーク１２０、１つ以上の第２の携帯型コンピューティングデバイス
１９、及び本システムの性能を監視する１人以上の更なる人物を含んでもよい。これらの
他の人物は、技術サポート職員２２０、製品性能監視職員２２２、及び遠隔監視者（例え
ば、家族、保護者、医師、看護師）２２４を含み得る。
【０１０１】
　連続的グルコースセンサシステム２００は、電子構成要素間の種々の接続を含み得る。
センサシステム８は、第１の携帯型コンピューティングデバイス１８及び受信器１６に、
低エネルギーの近接近無線接続２１２を介して接続してもよい。いくつかの実装において
、接続２１２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）無線技術を利用してもよい。受信器１
６及びラップトップまたはデスクトップコンピューティングデバイス２０は、有線及び／
または無線接続１４を介して接続してもよい。この有線及び／または無線接続１４は、ユ
ニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、ＦｉｒｅＷｉｒｅ（例えば、ＩＥＥＥ　１３
９４高速シリアルバス）ポート等を利用し得る。センサシステム８は、第１の携帯型コン
ピューティングデバイス１８及び受信器１６との常時接続または間欠接続を確立し得る。
いくつかの実装において、受信器１６及び／または第１の携帯型コンピューティングデバ
イス１８は、センサシステム８との常時接続または間欠接続を確立し得る。これらの間欠
接続は、１つ以上の所定の頻度、例えば、３、５、７、または１０分ごと等で確立されて
もよい。
【０１０２】
　接続がセンサシステム８と受信器１６及び第１の携帯型コンピューティングデバイス１
８のうちの１つ以上との間に確立されると、患者１００からの１つ以上のグルコースレベ
ルに対応するデータがこれらの構成要素間で交換され得る。いくつかの実装において、セ
ンサシステム８は、センサシステムが受信器１６かまたは第１の携帯型コンピューティン
グデバイス１８のいずれかに接続するように、一度に１つの接続のみを確立してもよい。
各接続は、所定の量のデータが転送された後、所定の時間の後、またはユーザが接続の断
絶を開始した後等に、自動的に終了しても、または能動的に終了してもよい。
【０１０３】
　いくつかの実装において、受信器１６は、コンピューティングデバイス２０と、デバイ
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スクレードルを介して接続してもよい。このクレードルは、受信器１６上の電気接点を、
ラップトップまたはデスクトップコンピューティングデバイス２０上のポートに接続し得
る。第１及び第２のコンピューティング携帯型デバイス１８及び１９、ならびにラップト
ップまたはデスクトップコンピューティングデバイス２０は、ネットワーク１２０を介し
て互いに通信し得る。
【０１０４】
　ネットワーク１２０は、サーバ２３０、２３２、２３４、及び２４０を含んでもよい。
いくつかの実装において、サーバ２３０、２３２、２３４、及び２４０は、クラウド中に
位置し得る。これらのサーバは図２Ａの実装において別個のデバイスとして図示されるが
、これらは単一のサーバとして統合されてもよく、あるいはこれらの図示されるサーバの
うちの１つ以上または全てが複数のデバイスまたはサーバにわたって分配されてもよい。
【０１０５】
　図１及び２Ａのシステムにおいて、患者１００または別のユーザは、患者の現在のグル
コースレベル及び臨床的危険性、ならびに連続的グルコース監視センサシステム８の機能
性を目立たないように監視し得る。他のユーザは、遠隔監視者、例えば、親、保護者、主
治医、看護師等であってもよい。これらの遠隔監視者は、携帯型コンピューティングデバ
イス１９を使用して、患者１００の状態を遠隔で監視し得る。遠隔監視サーバ２３０は、
グルコースレベルデータを第１の携帯型コンピューティングデバイス１８またはコンピュ
ーティングデバイス２０から受信し、このデータを遠隔監視デバイス１９にプッシュし得
る。このデータはまた、遠隔監視デバイス１９との通信のための設定を含んでもよい。い
くつかの実装において、遠隔監視サーバ２３０は、図３Ｅ～Ｇに関して以下で記載される
ように、１つ以上の警告を遠隔監視者にプッシュしてもよい。携帯型コンピューティング
デバイス１９は、モバイルスマートフォン、タブレットコンピュータ、インターネット接
続性を持つ音楽または動画再生デバイス等であり得る。図２Ａは遠隔監視デバイス１９を
スマートフォンとして図示しているが、遠隔監視者はまた、ウェブサイトを介して、デス
クトップコンピューティングデバイス１９等にて、この情報にアクセスしてもよい。いく
つかの実装においては、患者の携帯型コンピューティングデバイス１８を受信器１６と併
用してもよい。専用受信器１６と携帯型コンピューティングデバイス１８との両方を使用
することで、デバイス１６または１８のうちの一方が機能しない場合のシナリオに備えた
保険が提供され得る。この冗長性はまた、例えば、デバイスのうちの一方がサイレントモ
ードまたは誤作動に置かれる場合に、警報通知を受信するためのセーフガードを提供する
。
【０１０６】
　互換性サーバ２３２は、システム内の種々の構成要素の互換性を確実にし得る。これは
、デバイス１８、１９、及び／または２０上で実行されているソフトウェア（例えば、オ
ペレーティングシステム）のシステム２００の他の構成要素または必須の機能との互換性
を含んでもよい。データ同期サーバ２３４は、データ転送を事前定義済みの許可に従って
、データを収集及び記憶し更なる構成要素と同期させ得る。例えば、データ同期サーバ２
３４は、データを、データ分析及び報告サーバ２４０ならびに製品性能監視サーバ２５０
と同期させてもよい。
【０１０７】
　いくつかの実装において、図２Ａのシステム２００は、システムの性能を監視するよう
に構成されている１つ以上の更なるサーバを含んでもよい。ユーザデータサーバ２３６は
、システムのユーザ（例えば、患者１００、遠隔監視者等）に関する医療情報を維持し得
る。製品性能監視サーバ２５０は、センサシステム８、ならびにサーバ２３０、２３２、
２３４、及び２４０の機能性を監視し得る。サーバ２４２は、システム２００における種
々のサーバにアクセスためのアカウント情報、例えば、サインオンまたはログイン情報を
提供し得る。
【０１０８】
　図２Ｂは、コンピューティングデバイス１８及び／または１９上で実行されている連続
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グルコース監視アプリケーション２５５の機能的ブロック図を図示する。このブロック図
は、アプリケーション２５５の挙動を制御する種々のソフトウェアモジュールまたは特徴
を含む。説明を簡単にするために、アプリケーション２５５のソフトウェアモジュールま
たは特徴は、コンピューティングデバイス１８及び／または１９によって行われるものと
して記載される。しかしながら、これらのソフトウェアモジュール及び特徴は、例えば、
クラウドに基づく分析物プロセッサ１１４、サーバ２３０、２３２、２３４、２３６、２
４０、２４２、及び２５０のうちのいずれか、またはこれらの組み合わせを含む、他のデ
バイスによって行われてもよい。アプリケーション２５５のソフトウェアモジュール及び
特徴は、データ確認モジュール２６４、事象記録モジュール２８５、遠隔監視モジュール
２９０、較正モジュール２８０、及び警告モジュール２７５を含み得る。これらのモジュ
ールの各々は以下に記載される。
【０１０９】
　データ確認モジュール２６４は、患者のグルコースレベルを表示し得る。図４Ａ～８Ｄ
に関して以下に記載されるように、データ確認モジュール２６４は、患者の現在のグルコ
ースレベル及びその変化率に関する情報を提供し得る。データ確認モジュール２６４はま
た、経時的な患者のグルコースレベルの変動を図示する傾向グラフを表示してもよく、ま
た臨床的危険性の存在を患者に示してもよい。
【０１１０】
　遠隔監視モジュール２９０は、患者のグルコースレベル情報を、遠隔監視者２２４等の
他のユーザと共有し得る。システム２００に関して上述したように、共有サーバ２３０は
、この情報を第２のコンピューティングデバイス１９にプッシュし得る。患者は、遠隔監
視モジュール２９０を使用して、遠隔監視者がこの情報を受信し、招待された遠隔監視者
によって確認され得る情報の種類をカスタマイズするように、招待し得る。遠隔監視モジ
ュール２９０は、図３Ｄ及び３Ｅに関して以下に記載される。
【０１１１】
　患者は、事象記録モジュール２８５を使用して、事象を入力し呼び起こし得る。事象と
しては、食物摂取、薬剤摂取、運動等を挙げることができる。この情報を記録することに
より、患者は、異なる種類の事象がどのように自身のグルコースレベルに影響し得るのか
のよりよい理解を得ることができる。事象記録モジュール２８５は、図３Ｂ及び３Ｃに関
して以下に記載される。
【０１１２】
　較正モジュール２８０は、センサシステム８から受信したグルコースデータ測定を較正
し得る。較正モジュール２８０は、較正測定が必要である場合にユーザに警告し得る。較
正モジュール２８０は、図３Ｈに関して以下に記載される。
【０１１３】
　警告モジュール２７５は、グルコースレベル警告モジュール２７６、消音モード警告モ
ジュール２７８、及び通信失敗警告モジュール２７７を使用して、種々の警報または警告
を生成し得る。グルコースレベル警告モジュール２７６は、警告モジュール２７５のサブ
モジュールであってもよく、患者のグルコースレベルが所定の閾値を下回って下降するか
またはそれを上回って上昇する場合に、警報を生成するように構成されてもよい。患者は
、警告モジュール２７５を使用して、異なるパラメータに対する警告を設定し、どの警告
を遠隔監視者に伝達するかを指定し得る。警告モジュール２７５は、図９Ａ～１４及び１
６Ａ～１７に関して以下に記載される。消音モード警告モジュール２７８は、警告モジュ
ール２７５のサブモジュールであってもよく、患者のコンピューティングデバイス１８が
消音されていると決定される場合に患者に警告するように構成され得る。患者は自身のデ
バイス１８が消音されているときには一切の警告を聞かない場合があるため、消音モード
警告モジュール２７８は、１つ以上の警告を遠隔監視者に伝達する等の１つ以上の是正措
置を開始し得る。消音モード警告モジュール２７８は、図１８及び１９に関して以下に記
載される。通信失敗警告モジュール２７７は、警告モジュール２７５のサブモジュールで
あってもよく、アプリケーション２５５が終了されると決定される場合に患者または遠隔
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フォロワーに警告するように構成され得る。この通知は、患者がグルコースレベルデータ
をセンサシステム８から受信し続けられるように、患者にアプリケーション２５５を再起
動または再立ち上げすることを促し得る。通信失敗警告モジュール２７７は、図１５及び
２０に関して以下に記載される。
【０１１４】
　図３Ａは、アプリケーション２５５が立ち上げられるときにデータ確認モジュール２６
４によって表示され得るホームスクリーン３１０を図示する。患者及び／または遠隔監視
者等のユーザは、患者の状態及び臨床的危険性にアクセスするため、及びアプリケーショ
ン２５５と関連する種々の特徴にアクセスするために、ホームスクリーン３１０を使用し
得る。ホームスクリーン３１０は、１つ以上のユーザが選択可能なアイコン３４０、３４
２、３４４、３４６、及び３４７を含んでもよい。アイコンの選択により、アプリケーシ
ョン２５５は、アイコンに関する機能を行う（例えば、ポップアップメニューを表示する
、またはその機能に関する新しいウィンドウを開く）ようになり得る。アイコン３４０、
３４２、３４４、３４６、及び３４７の説明は、以下に提供される。ホームスクリーン３
１０はまた、ユニタリアイコン３２０、及び患者のグルコースレベルに関する情報を提供
する傾向グラフ３３０を含んでもよい。ユニタリアイコン３２０及び傾向グラフ３３０は
、図４Ａ及び４Ｂを参照して以下で更に詳細に記載される。ユニタリアイコン３２０は、
患者のグルコースレベルの全般的な表現を提供し得る。ユニタリアイコン３２０は、１つ
以上のグラフィック、１つ以上の記号等を含んでもよい。ユニタリアイコン３２０中のグ
ラフィック及び／または記号は、静的であってもよく、または患者のグルコースレベルに
基づいて変化してもよい。ユニタリアイコン３２０中のグラフィック及び／または記号は
、図３Ａの実装においては単一の一体化した画像に統合されているが、ユニタリアイコン
３２０は、他の実装においては、１つ以上の隣接していないグラフィック及び／または記
号に分割されてもよい。
【０１１５】
　ユーザは、事象入力アイコン３４０を選択して事象記録ソフトウェアモジュール２８５
にアクセスし得る。上述のように、ユーザは、事象記録ソフトウェアモジュール２８５を
使用して、患者のグルコースレベルに影響し得る事象に関する情報を入力してもよい。事
象としては、例えば、最近の食事（例えば、食物及び飲料消費）、活動または運動の期間
、薬剤の投与（例えば、インスリンのボーラス投与）等を挙げることができる。入力され
た事象情報は、患者の健康を分析するために使用され得る。いくつかの実装において、以
下で考察するように、事象マーカは、ユーザが、異なる種類の事象がどのように患者のグ
ルコースレベルに影響するのかを遡って分析することを可能するように、グルコース傾向
グラフに表示され得る。事象情報は、いつ警告が生成されるべきか（例えば、運動の３０
分後に生成する）、及び調整が患者の投薬計画に必要かどうか（例えば、患者に、特定の
事象の後にインスリンのボーラスを投与するように促す）を決定するためにも使用され得
る。
【０１１６】
　図３Ｂは、食事関係の事象情報を入力するための例示的なインターフェースを図示する
。このインターフェースは、事象入力アイコン３４０を選択する際に、患者のデバイス１
８のユーザインターフェース上に表示されてもよく、あるいはアプリケーション２５５が
、患者が食事をしたまたは食事をしようとしていることを示す入力を受信するときに自動
的にトリガされてもよい。入力は、１つ以上または一日の時間（例えば、昼食時）、食事
をしていることを示すグルコースレベルの変化（例えば、上昇しているグルコースレベル
）、場所（例えば、レストランに対応するＧＰＳの場所）等であってもよい。患者は、食
物入力メニュー１６１０を使用して、朝食１６２２Ａ、昼食１６２４、夕食１６２６、及
び軽食１６２８等の最近の食事に関する情報を提供し得る。メニュー１６１０は、好きな
食物の消費を記録するためのエリア１６１４を含み得る。例えば、ユーザが、コーヒー、
卵、パン、及び果物を朝食に消費する場合、ユーザは、それぞれ、アイコン１６３２、１
６３４、１６３６、及び１６３８を選択することによって、これらの品目を素早く記録し
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得る。食物入力メニュー１６１０はまた、患者の現在または最近のグルコースレベル読み
出し値１６１６及び傾向グラフ１６２０を表示してもよい。傾向グラフ１６２０は、特定
の期間にかけての患者のグルコースレベルにおける変動のグラフ表示を提供し得る。
【０１１７】
　図３Ｃは、事象情報を入力するための別のインターフェースを図示する。このインター
フェースは、患者が朝食タブ１６２２Ａを図３Ｂから選択するときに出現し得る。ドロッ
プダウンメニュー１６３０は、種々の朝食品目、例えば、コーヒー、卵、食パン、リンゴ
、グラノーラ等を列挙してもよい。患者が自身の食物摂取を記録する際に、事象記録ソフ
トウェアモジュール２８５は、どの食物が各食事中に好まれるかを学習し、ドロップダウ
ンメニュー１６３０に適切に追加し得る。モジュール２８５は、この情報を使用して、図
３Ｂ中の好きな食物のセクション１６１４に異なる品目を追加し得る。いくつかの実装に
おいて、モジュール２８５は、一日の時間に基づいて表示される好きな食物を変化させて
もよい（例えば、午前５時～午前８時には朝食用の食物を表示し、午前１１時～午後１時
には昼食用の食物を表示する）。
【０１１８】
　図３Ａに戻ると、アイコン３４２は、動的に変化して、遠隔監視が有効であるかどうか
を示し得る。例証として、特に患者が子供または高齢者である場合、患者は、自身のグル
コースレベルを、親、保護者、または主治医等の１人以上の遠隔監視者と共有することを
希望し得る。患者は、第１のデバイス１８を使用して遠隔監視を有効または無効にし得る
。いくつかの状況では、遠隔監視は、例えば、患者が遠隔監視特徴に加入していない場合
は、有効とならない場合がある。遠隔監視モジュール２９０は、複数の状態に従ってアイ
コン３４２の外観を調整することによって、遠隔監視機能の状態を表示し得る。一実装で
は、アイコンは、共有活動状態、遠隔監視無効状態、及び遠隔監視エラー状という３つの
状態のうちの１つで表示され得る。種々の状態は、例えば、アイコン３４２の色を変化さ
せること、及び／またはアイコン３４２を伴う１つ以上のバッジを表示することによって
、視覚的に区別され得る。１つの例示的な実装では、アイコン３４２は、デバイス１８が
他のデバイス１９と活発にデータを共有しているときには複数の色で表示され、アイコン
３４２は、遠隔監視が無効であるときには灰色で表示され、アイコン３４２は、デバイス
１８が技術エラーに起因してデータを共有できない（例えば、サーバ１２０が第２のデバ
イス１９にデータをプッシュできない）ことを示すためには、バッジを伴って灰色で表示
される。上記の実装は、アイコン３４２が遠隔監視機能の状態に基づいてどのように視覚
的に変化し得るのかという単なる例であること、及び他の視覚的変化が、上記の例の代わ
りに、またはそれに加えて使用され得ることが理解される。
【０１１９】
　図３Ｄ及び３Ｅは、データ共有設定を制御するための複数のインターフェースを図示す
る。共有が有効であるとき、患者は、１人以上の遠隔監視者が患者のグルコースレベルに
関するメッセージまたは警告を受信することを許可し得る。遠隔監視モジュール２９０は
、ユーザが遠隔監視サービスに加入していない場合、データ共有加入スクリーン３８０を
表示してもよい。ユーザは、「詳細を確認」ボタンを選択して、このサービスに関する更
なる情報を取得してもよい。「詳細を確認」ボタンが選択されると、遠隔監視モジュール
２９０は、デバイス１８上でブラウザを立ち上げ、遠隔監視サービスに関する更なる情報
を提供するウェブサイトへとナビゲートし得る。あるいはまたは加えて、遠隔監視モジュ
ールは、サーバ（例えば、サーバ２３０）に接続して、この情報をアプリケーション２５
５内で直接表示してもよい。しかしながら、ユーザが遠隔監視サービスに加入済みである
場合は、遠隔監視モジュール２９０は、データ共有スクリーン３８１を表示し得る。メッ
セージ３８３は、共有が現在有効であるかどうか、及び遠隔監視者が閲覧し得るデータの
種類についての文字による説明をユーザに提供し得る。患者は、共有ボタン３８１を切り
替えることによって、共有をオンにするかまたはオフにし得る。エリア３８４は、招待さ
れた遠隔監視者、除外された遠隔監視者、及び活動中の遠隔監視者を含み得る、ユーザの
遠隔監視者に関する情報（例えば、識別子名及び状態表示）を表示する。フィールドは、
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各遠隔監視者と関連付けられてもよい。特定のフィールドが選択されるとき、遠隔監視モ
ジュール２９０は、選択された遠隔監視者に関する更なる情報を表示するページへとナビ
ゲートし得る。ユーザは、図３Ｅ～３Ｇに関して以下に記載される遠隔監視者招待プロセ
スを開始し得るボタン３８２を選択することによって更なる遠隔監視者を招待してもよい
。
【０１２０】
　図３Ｅ～３Ｈは、遠隔監視者招待プロセスについての例示的なワークフローを図示し、
これは、例えば、ユーザがデータ共有スクリーン３８１からボタン３８２を選択するとき
に始動し得る。ユーザは、図３Ｅの流れ図において図示されるように、インターフェース
４００を使用して遠隔監視者情報を入力してもよい。この情報４０２は、例えば、遠隔監
視者の名前及び電子メールアドレスを含んでもよい。本システムは、入力された電子メー
ルアドレスを使用して遠隔監視者に招待状を送信し得る。ユーザは、この情報を、キーボ
ード４０４を使用して手動で入力してもよい。いくつかの実装において、ユーザは、イン
ターフェース４０６及び４０８において図示されるように、自身の連絡先から遠隔監視者
を追加してもよく、これにより、アプリケーション２５５は、遠隔監視者の情報を自動で
追加することが可能となる。
【０１２１】
　アプリケーション２５５により、ユーザは、ユーザが遠隔監視者と共有することを望む
情報の種類を定義することが可能となり得る。例えば、ユーザは、インターフェース３８
７を使用して、選択された遠隔監視者がユーザのグルコース傾向グラフを見るための許可
を有するかどうかを示してもよい。ユーザは、インターフェース４１２を使用して、どの
警告が第２のコンピューティングデバイス１９上で生成されるべきであるかを識別し得る
。これらの警告は、例えば、緊急の低い通知３８８Ａ、低い通知３８８Ｂ、高い通知３８
８Ｃ、及びデータなし通知３８８Ｄを含んでもよい。緊急の低い通知３８８Ａ及び低い通
知３８８Ｂは、警報がトリガされるときを定義するある特定の閾値４１４Ａ及び４１６Ａ
を有し得る。例えば、Ｅｒｉｃ２は、ユーザのグルコースレベルが３０分以上７０ｍｇ／
ｄＬを下回る場合に「低い通知」警告を受信し得る。ユーザは、閾値４１４Ａ及び４１６
Ａを、それぞれ、インターフェース４１４Ｂ及び４１６Ｂを使用して設定し得る。ユーザ
は、図３Ｅに関して上で記載した招待プロセス中に、招待された各遠隔監視者に対して異
なる警告設定を推奨してもよい。遠隔監視者は、いくつかの実装において、これらの警告
設定を承認または修正してもよい。
【０１２２】
　図３Ａに戻ると、アイコン３４４は参照較正アイコンであってもよい。較正測定が必要
である場合、較正モジュール２８０は、アイコン３４４上にバッジを表示し得る。図３Ａ
の実装において、バッジは、較正アイコン３４４の上に位置付けられた数字を持つ円を含
んでもよい。この数字は、必要な較正読み出し値の数を表し得る。例えば、新しいセンサ
システム８の初期化またはウォーミングアップ中に２つの構成が必要とされてもよい。い
くつかの実装において、較正測定は、所定の頻度で（例えば、１２時間ごとに）、または
異常なグルコースレベル読み出し値がセンサシステム８によって検出されるときに、必要
とされ得る。異常データは、例えば、故障したセンサ、病気、患者の体液中の干渉する成
分、またはデバイス電子機器との静電気干渉によって引き起こされ得る。
【０１２３】
　図３Ｈは、較正測定値を入力するためのユーザインターフェース３９０を図示する。較
正モジュール２８０は、例えば、ユーザが図３Ａの較正アイコン３４４を選択するときに
、ユーザインターフェース３９０を表示し得る。ユーザは、バッジがアイコン３４４上に
出現するときに、外部血中グルコース計を使用して自身のグルコースレベルを測定するよ
うに促され得る。ユーザは、数字キーパッド３９４を使用して、測定値３９２をインター
フェース３９０に入力してもよい。グルコース測定値３９２が入力されると、インターフ
ェース３９０は、ユーザに、ＯＫボタン３９８を使用して読み出し値の値及び時間３９６
を確認するように促し得る。これらの値が確認されると、アプリケーションは、入力され
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た値を使用してシステムの較正を開始し得る。
【０１２４】
　図３Ａに戻ると、アイコン３４６はメニューアイコンであってもよい。アイコン３４６
を選択することで、アプリケーション２５５が図３Ｇに図示されるメニュー３６０を表示
し得る。ユーザは、メニュー３６０を使用して、アプリケーション２５５の種々の特徴を
見るかまたは変更し得る。メニュー３６０は、ユーザが他のスクリーン及び情報をナビゲ
ートすることを可能する種々のサブメニューを含んでもよい。図３Ｉの実装において、メ
ニュー３６０は、以下のサブメニューを含んでもよい：選択時にアプリケーション２５５
に図３Ａに図示されるホームスクリーン３１０を表示させる、傾向３６１；選択時にアプ
リケーション２５５に図３Ｈに図示される血中グルコース入力スクリーンを表示させる血
中グルコース計３６２；選択時に、アプリケーションに図９Ｂに図示される警告設定スク
リーン９１０を表示させる、警告３６３；選択時に、アプリケーション２５５に、図３Ｊ
に関して以下に記載されるように、例えば、トランスミッタのシリアル番号、開始日、電
池残量、有効期限、及び対形成情報（即ち、どのデバイスとトランスミッタが現在対にな
っているか）を含む、現在使用されているトランスミッタについての情報を含むスクリー
ンを表示させる、トランスミッタ情報３６４；選択時に、アプリケーション２５５に、例
えば、トリガされた警告、入力された事象、センサセッション開始時間、センサセッショ
ン停止時間、共有接続性等を含む、過去の動作の記録を表示させる、履歴３６５；選択時
に、アプリケーション２５５に、データの異なる時間枠を比較する傾向グラフ及びデータ
の選択された時間枠におけるパターンの識別を含む、ユーザのデータの遡った分析を提供
するスクリーンを表示させる、報告３６６；選択時に、アプリケーション２５５に、アプ
リケーションがどのように情報を表示するか（例えば、傾向グラフの高さ）に関する情報
、ユーザアカウント情報、及び出荷時設定を表示させる、設定３６７；ならびに、選択時
に、センサセッションが既に進行中でない場合、アプリケーション２５５に新しいセンサ
セッションを開始させる、セッション開始３６９。ボタン３６９に関して、セッションが
現在進行中である場合には、ユーザが現在のセンサセッションを終了することを可能にす
るセッション停止オプションが出現してもよい。
【０１２５】
　トランスミッタボタン３６４が選択されると、アプリケーション２５５は、図３Ｈに図
示される例示的なインターフェース３７０を表示し得る。インターフェース３７０は、セ
ンサシステム８のトランスミッタＩＤ３７２、トランスミッタが患者のグルコースセンサ
３７４と直接対となるかどうか、及びトランスミッタとアプリケーションを操作している
現在の表示デバイス（例えば、デバイス１８）との対形成を開始するためにユーザが選択
し得る対形成ボタンを表示する。
【０１２６】
　図３Ａに戻ると、アプリケーション２５５は、そのユーザインターフェース上にアイコ
ンを表示して、ユーザのデバイスが消音されていることを示し得る。ユーザは、スマート
フォン１８等の携帯型コンピューティングデバイス上で消音モードを有効することにより
、アプリケーション２５５が聴覚的警告を生成することを防止し得るということを理解し
ない場合がある。アイコン３４７は、コンピューティングデバイス１８上の消音モードが
有効であるかまたは無効であるかを示し得る（例えば、デバイス上の消音スイッチによっ
て）。この図中で図示されるように消音モードが有効であるときには、アプリケーション
２５５は、デバイス１８上で一切の聴覚的警告を生成することができない場合がある。
【０１２７】
　図４Ａは、患者のグルコースレベル情報を提供する例示的なユーザインターフェース３
００を図示する。データ確認モジュール２６４は、センサシステム８から受信される測定
値に基づいて、ユーザインターフェース３００に表示される情報を変更し得る。例えば、
データ確認モジュール２６４は、患者のグルコースレベルがある期間にわたって変化する
際に、ホームスクリーン３１０の異なる表現３３７Ａ、３３７Ｂ、３３７Ｃ、３３７Ｄ、
３３７Ｅ、３３７Ｆ、３３７Ｇ、３３７Ｈ、３３７Ｉ、及び３３７Ｊを示してもよい。患
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者は、自身の現在のグルコースレベル、現在のグルコースレベルの変化率、及び危険性状
態を、ユーザインターフェース３００から素早くかつ目立たずに確かめ得る。インターフ
ェース３００は、患者の携帯型コンピューティングデバイス１８及び遠隔監視デバイス１
９上で表示し得る。ユーザインターフェース３００は、ユニタリアイコン３２０及びグラ
フ３３０を含むホームスクリーン３１０を有してもよい。グラフ３３０は、所定の期間に
わたる患者のグルコースレベルを表示してもよい。
【０１２８】
　患者または遠隔監視者等のユーザは、患者の現在のグルコース値、その変化率、及び患
者の状態を、ユニタリアイコン３２０を見ることによって素早く評価し得る。ユニタリア
イコン３２０は、実質的に円形状であってもよく、患者の現在のグルコース値に対応する
数字インジケータ３２４を表示してもよい。ユニタリアイコン３２０はまた、患者の現在
のグルコース値が増加しているか、減少しているか、または安定しているか（即ち、変化
率）を示す１つ以上の矢印を含んでもよい。背景色３２６は、患者の血糖状態、例えば、
種々の閾値に対して患者の現在のグルコースレベルが低いか（例えば、低血糖）、標的内
であるか、または高いか（例えば、高血糖）を示すために変化し得る。これらの閾値は、
ユーザによって提供されもよく、アプリケーション２５５によってデフォルト値として提
供されてもよい。
【０１２９】
　背景３２６は、決定されたユーザの臨床的状態に基づいて動的に変化し得る。例えば、
背景色３２６は、患者の現在のグルコースレベルが高い（例えば、２１０ｍｇ／ｄＬ等、
上限閾値レベル３３４以上である）ときに、第１の色であってもよく、患者の現在のグル
コースレベルが標的領域中である（例えば、８０～２１０ｍｇ／ｄＬ等、下限閾値レベル
３３２と上限閾値レベル３３４との間である）ときに、第２の色であってもよく、患者の
現在のグルコースレベルが低い（例えば、８０ｍｇ／ｄＬ等、下限閾値レベル３３２以下
である）ときに、第３の色であってもよい。図４Ａの実装において、第１の色は黄色（３
２６Ａにて図示される通り）であってもよく、第２の色は灰色（３２６Ｂにて図示される
通り）であってもよく、第３の色は赤色（３２６Ｃにて図示される通り）であってもよい
。いくつかの実装においては、異なる色、パターン、またはテクスチャ（例えば、点状ま
たは網目状の背景）を、ユニタリアイコン３２０中で単独または組み合わせで使用して、
患者の現在のグルコースレベルを図示してもよい。
【０１３０】
　ユニタリアイコン３２０はまた、ユーザのグルコースレベルの現在の決定された変化率
に基づいて視覚的に変化し得る。例えば、ユニタリアイコンは、変化率インジケータ３２
２を有してもよく、これは、図４Ａに図示されるように、ユニタリアイコンの周辺を回転
するときに異なる方向を指す。インジケータ３２２が指す方向は、患者の現在のグルコー
スレベルの計算された変化率を表し得る。この変化率は、センサシステム８から受信され
た現在及び過去のグルコース測定値に基づき得る。いくつかの実装において、インジケー
タ３２２が指す方向は、数字による程度値によって表され得る。ユニタリアイコン３２０
の周辺を時計回りに移動することで、インジケータ３２２は、ユーザインターフェース３
００の上部に向けて北（０°の指示方向に対応）、ユーザインターフェースの右側に向け
て東（９０°の指示方向に対応）、ユーザインターフェースの下部に向けて南（１８０°
の指示方向に対応）、及びユーザインターフェースの左側に向けて西（２７０°の指示方
向に対応）を指し得る。前述の程度値は例示目的であること、及び指示方向は０°～３５
９°であり得ることが理解される。例えば、インジケータ３２２は、それが北東方向を指
すときに、４５°の指示方向を有してもよい。
【０１３１】
　インジケータ３２２は、３２２Ａ、３２２Ｂ、及び３２２Ｃにて図示されるように、患
者のグルコースレベルが増加しているときに、北または北東を指してもよい（即ち、０°
～９０°の指示方向を有する）。これらの場合、患者のグルコースレベルは、現在の時点
では前向きな変化率を経験し得る。
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【０１３２】
　インジケータ３２２は、患者のグルコースレベルが安定しているときに、３２２Ｊにて
図示されるように東を指してもよい（即ち、９０°の指示方向を有する）。いくつかの実
装において、インジケータ３２２は、患者のグルコースレベルが安定しているときに、西
を指し（即ち、２７０°の指示方向を有し）てもよく、あるいはユニタリアイコン３２０
から全て省略されてもよい。
【０１３３】
　インジケータ３２２は、患者のグルコースレベルが減少しているときに、３２２Ｅ、３
２２Ｆ、３２２Ｇ、３２２Ｈ、及び３２２Ｉにて図示されるように、南（即ち、１８０°
の指示方向を有する）または南東（即ち、９０°～１８０°の指示方向を有する）を指し
てもよい。
【０１３４】
　インジケータ３２２は、患者のグルコースレベルがどれだけ早く増加または減少してい
るかを示す１つ以上の矢印または三角形を含み得る。例えば、インジケータ３２２Ｃは、
北（即ち、０°の指示方向）を指してグルコースレベルが急激に増加していることを示す
２つの矢印を含んでもよい。別の例では、インジケータ３２２Ｆ及び３２２Ｉは、南（即
ち、１８０°の指示方向）を指してグルコースレベルが急激に減少していることを示す２
つの矢印を含んでもよい。矢印インジケータ３２２中の矢印の数は、変化率の大きさに基
づいて変化し得る。
【０１３５】
　データ確認モジュール２６４は、計算された変化率を１つ以上の所定の範囲と比較して
、インジケータ３２２が指す方向及び表示するインジケータの数を決定し得る。これらの
所定の範囲は、デフォルト値として自動で設定されてもよく、あるいは管理者または患者
によって手動で設定されてもよい。例証のため、以下の例は、データ確認モジュール２６
４がどのようにこれらの決定を行うかを説明する。
　　●現在のグルコース値の変化率が－０．５～０．５である場合には、インジケータ３
２２は、変化率が安定していることを示す１つの矢印を伴って、東または西を指し得る（
即ち、それぞれ、約９０°または２７０°の指示方向を有する）。いくつかの実装におい
て、インジケータ３２２は不在であってもよい。
　　●現在のグルコース値の変化率が０．６～１．５である場合には、インジケータ３２
２は、変化率が増加していることを示す１つの矢印を伴って、北東を指し得る（即ち、約
０°～９０°の指示方向を有する）。
　　●現在のグルコース値の変化率が１．６～２．５である場合には、インジケータ３２
２は、変化率が増加していることを示す１つの矢印を伴って、北を指し得る（即ち、約０
°の指示方向を有する）。
　　●現在のグルコース値の変化率が２．５を上回る場合には、インジケータ３２２は、
変化率が急激に増加していることを示す２つの矢印を伴って、北を指し得る（即ち、約０
°の指示方向を有する）。
　　●現在のグルコース値の変化率が－１．５～－０．５である場合には、インジケータ
３２２は、変化率が減少していることを示す１つの矢印を伴って、南東を指し得る（即ち
、約９０°～１８０°の指示方向を有する）。
　　●現在のグルコース値の変化率が－１．６～－２．５である場合には、インジケータ
３２２は、変化率が減少していることを示す１つの矢印を伴って、南を指し得る（即ち、
約１８０°の指示方向を有する）。
　　●現在のグルコース値の変化率が－２．５を下回る場合には、インジケータ３２２は
、変化率が急激に減少していることを示す２つの矢印を伴って、南を指し得る（即ち、約
１８０°の指示方向を有する）。
【０１３６】
　患者または遠隔監視者は、ホームスクリーン３１０を一瞥して患者のグルコースレベル
をチェックするために、僅かな時間しか有しない場合がある。いくつかの状況では、患者
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は、自身のグルコースレベルを、他者の注意を引くことなく目立たずにチェックしたがる
場合がある。患者のグルコースレベル及び臨床的危険性の識別しやすいインジケータを有
することが有益であり得る。いくつかの実装において、データ確認モジュール２６４は、
患者の現在の血糖状態を表すために、異なる視覚的要素を傾向グラフ３３０及びユニタリ
アイコン３２０に組み込んでもよい。これらの視覚的要素は、異なる色、テクスチャ、パ
ターン等を含み得る。またこれらの視覚的要素の戦略的な使用により、患者または遠隔監
視者が患者のグルコースレベルに素早くアクセスし、診察が必要かどうかを一目で決定す
ることが可能となり得る。
【０１３７】
　これらの視覚的要素の使用は、例えば、図４Ａの傾向グラフ３３０に組み込まれてもよ
い。グラフ３３０は、患者のグルコースレベルが所定の期間にわたってどのように変化す
るのかを示す傾向ライン３３６を含んでもよい。現在のグルコースレベルは、グラフ３３
０上の一番右側のデータ点として表示され得る。現在のグルコースレベルは、ユーザの現
時点でのグルコースレベル、または直近に受信されたグルコースレベルに対応し得る。グ
ラフ３３０は、１つ以上の水平な帯、例えば、第１の帯３４３、第２の帯３３８、及び第
３の帯３４１を含んでもよい。これらの帯は、高閾値及び低閾値によって定義されてもよ
く、これらは、それぞれ、水平ライン３３４及び３３２として図示される。これらの閾値
は、互いに視覚的に区別できるものであり得る。例えば、グラフ３３０は、第１の色（例
えば、黄色）の上限閾値３３４、及び異なる第２の色（例えば、赤色）の下限閾値３３２
を含んでもよい。例えば、上限閾値３３４は２１０ｍｇ／ｄＬのグルコースであってもよ
く、下限閾値３３２は８５ｍｇ／ｄＬのグルコースであってもよい。しかしながら、本明
細書で更に考察されるように、任意の値がユーザによって選択され得る。例証のみを目的
として、上限閾値３３４以上（即ち、帯３４３内）のグルコースレベルは高グルコースレ
ベルとして解釈されてもよく、下限閾値３３２以下（即ち、帯３４１内）のグルコースレ
ベルは低グルコースレベルとして解釈されてもよく、下限閾値３３２と上限閾値３３４と
の間（即ち、帯３３８内）のグルコースレベルは標的グルコースレベルとして解釈されて
もよい。
【０１３８】
　帯３４３、３３８、及び３４１は、グルコースレベルの異なる範囲を表し得る。帯を互
いに区別するために、帯３４３、３３８、及び３４１は、視覚的に異なってもよい。いく
つかの実施形態において、各帯は、異なる色（単数または複数）で陰影を付けられてもよ
い。また、上記のような異なるテクスチャまたはパターンの使用を含む他の形態の視覚的
区別を使用してもよい。異なる視覚的要素の使用は、患者の最近に測定したグルコースレ
ベルが高いか、標的内であるか、または低いかどうかの素早い視覚的認識を促進し得る。
【０１３９】
　図４Ａの実装において、例えば、患者の現在のグルコースレベルが標的内である場合に
は、帯３４３及び３４１は白色または無色であってもよく、帯３３８は灰色であってもよ
い。患者の現在のグルコースレベルが高い閾値３３４を超過するときには、帯３４３は、
白色から黄色等、色を変化させてもよい。患者の現在のグルコースレベルが低い閾値３３
２を下回って下降するときには、帯３４１は、白色から赤色等、色を変化させてもよい。
この実装において、標的内の帯３３８は、現在のグルコースデータ点が標的内の範囲の内
側に入ろうが外側になろうが、同じ色（例えば、灰色）のままであることに留意されたい
。
【０１４０】
　異なる視覚的要素の使用はまた、いくつかの実装ではユニタリアイコン３２０に組み込
まれてもよい。傾向グラフ３３０中の帯のように、ユニタリアイコン３２０の背景色３２
６は、図４Ａの実装において、患者の現在のグルコースレベルが高いか、標的内であるか
、または低いかどうかに応じて、対応して変化し得る。図示されるように、背景色３２６
は、現在のグルコース値が入る帯の色と一致し得る。例えば、患者の現在のグルコースレ
ベルが高い（即ち、帯３４３内である）ときには、ユニタリアイコン３２０の背景色３２
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６は、帯３４３の色と一致してもよい。例えば、帯３４３が黄色である場合には、背景色
３２６も黄色であり得る。別の例では、患者の現在のグルコースレベルが標的内である（
即ち、帯３３８内である）ときには、背景色３２６は、帯３３８の色（例えば、灰色）と
一致し得る。更に別の例では、患者の現在のグルコースレベルが低い（即ち、帯３４１内
である）ときには、背景色３２６は、帯３４１の色（例えば、赤色）と一致し得る。
【０１４１】
　傾向ライン３３６は、複数のグルコース値マーカまたはグルコースデータ点を含んでも
よい。各データ点は、特定の時間に測定された特定のグルコースレベルに対応し得る。こ
れらのデータ点は、データ点が含まれる帯、及び／またはデータ点が現在のデータ点であ
るかどうかに応じて異なって表され得る。
【０１４２】
　一例として、特定の帯内のデータ点は、その帯内の全ての他のデータ点と同じ色であっ
てもよい。つまり、同じ帯中の全てのデータ点は、同じように色付けされるが、１つ以上
の他の帯内に入るデータ点とは異なって色付けされる。例えば、帯３４１内に入るデータ
点は、帯３３８及び３４３内に入るデータ点とは異なって色付けされる。しかしながら、
帯３３８内に入るデータ点は同じように色付けされ得る。
【０１４３】
　いくつかの実装において、データ点の色は、現在のデータ点が存在する帯に依存し得る
。これらの実装において、特定の帯内のデータ点の色は、現在のデータ点も同じ帯内に入
るかどうかに応じて変化し得る。例えば、スクリーン３３７Ｊの実装中で図示されるよう
に、帯３４１中のデータ点は、データ点が異なる帯（即ち、帯３３８）にあるときに、第
１の色または陰影であってもよい。しかしながら、現在のデータ点も帯３４１中にある場
合には、この帯におけるデータ点は、スクリーン３３６Ｇ～３３６Ｉの実装において図示
するように、色または陰影を第１の色または陰影から第２の色または陰影に変化させても
よい。
【０１４４】
　データ点は、それらが現在のデータ点と同じ帯内に存在するかどうかに応じて色または
陰影を変化させ得るが、この変化は、いくつかの実装に従うと、ある特定の帯においての
み発生し得る。例えば、この変化は、低い閾値３３２を下回る値を有するデータ点（即ち
、帯３４１内）にのみ発生し得るが、標的内のデータ点（即ち、帯３３８内）、または上
限閾値３３４を上回る値を有するデータ点（即ち、帯３４３内）には適用されない場合が
ある。この実装は、ユーザが、危機的な低グルコースレベルを、危険の少ない標的内また
は高グルコースレベルから差別化することを可能にするため、ユーザにとって有益であり
得る。
【０１４５】
　いくつかの実装において、現在のグルコース測定値に対応するデータ点は、傾向グラフ
３３０上の全ての他のデータ点とは異なるそれ自体に固有の視覚表現を有してもよい。例
えば、現在のデータ点と同じ帯内に存在するデータ点は同じ色を有し得るが、現在のデー
タ点は異なる色を有してもよく、かつ／または異なって提示されてもよい。例えば、枠が
現在のデータ点の周囲に描かれてもよい。別の例では、現在のデータ点は、他のデータ点
に使用される円形の点の代わりに異なる形状（例えば、星）を使用して表され得る。
【０１４６】
　いくつかの実装において、データ点の色は、帯の色との視覚的対比を提供するように選
択されてもよい。これは、例えば、白色のデータ点が黄色の帯内に位置する場合に特に問
題であり得る。これらの状況において、データ確認モジュール２６４は、例えば、帯が黄
色に変化するときに、データ点の色を白色から黒色に変化させることで、黒色のデータ点
が黄色の帯に対して目立つようにし得る。
【０１４７】
　図４Ａは、ある期間にわたるホームスクリーン３１０の異なる表現３３７Ａ、３３７Ｂ
、３３７Ｃ、３３７Ｄ、３３７Ｅ、３３７Ｆ、３３７Ｇ、３３７Ｈ、３３７Ｉ、及び３３
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７Ｊを示す。図３Ａの左側の表示は、最も早い時点に対応し得る。図３Ａの右側の表示は
、最近の時点（例えば、現時点または直近の時点）に対応し得る。中間の表示は、中間の
時点を表し得る。
【０１４８】
　表示３３７Ａ、３３７Ｂ、及び３３７Ｃにおいて、患者の現在のグルコースレベルは高
い（即ち、現在のデータ点は帯３４３内に入る）。帯３４３の色（例えば、黄色）は、ユ
ニタリアイコン３２０の背景色３２６Ａに一致する。インジケータ３２２Ａ、３２２Ｂ、
及び３２２Ｃは、北（即ち、約０°の指示方向を有する）または北東（即ち、約０°～９
０°の指示方向を有する）を指して、患者の現在のグルコースレベルにおける前向きな変
化率を表す。
【０１４９】
　表示３３７Ｄ、３３７Ｅ、及び３３７Ｆにおいて、患者の現在のグルコースレベルは、
標的内（即ち、帯３３８内）である。このため、帯３３８の色（例えば、灰色）は、ユニ
タリアイコンの背景色３２６Ｂに一致する。患者の現在のグルコースレベルは、表示３３
７Ｄ、３３７Ｅ、及び３３７Ｆでは標的内であるが、各表示における変化率は、インジケ
ータ３２２Ｄ、３２２Ｅ、及び３２２Ｆによって示されるように、異なる。
【０１５０】
　例えば、インジケータ３２２Ｄは、東を指して（即ち、約９０°の指示方向を有して）
、経時的に患者のグルコースレベルに大きな変化がないことを示す。患者の現在のグルコ
ースレベルが標的内であり、かつ変化率が安定しているため、患者のグルコースレベルは
一定のままである。しかしながら、インジケータ３２２Ｅ及び３２２Ｆは、それぞれ南東
（即ち、約９０°～１８０°の指示方向を有する）及び南（即ち、１８０°の指示方向を
有する）を指して、現在のグルコースレベルの変化率が減少していることを示す。インジ
ケータ３２２Ｆ中の２つの下方を指す三角形の存在は、表示３３７Ｆにおいて変化率が急
激に減少している（即ち、大規模である）ことを示す。
【０１５１】
　表示３３７Ｇ、３３７Ｈ、及び３３７Ｉにおいて、患者の現在のグルコースレベルは低
い（即ち、帯３４１内である）。このため、帯３４１の色（例えば、赤色）はユニタリア
イコンの背景色３２６Ｃに一致する。傾向ライン３３６Ｇ、３３６Ｈ、及び３３６Ｉが、
帯３３８から帯３４１へと（即ち、標的グルコースレベルから低いグルコースレベルへと
）移動するとき、インジケータは、異なる方向を指して、患者のグルコースレベルがどれ
だけ早く減少しているかを示す。例えば、インジケータ３２２Ｇ、３２２Ｈ、及び３２２
Ｉは、南東を指す状態（３２２Ｇで図示される通り）（即ち、約９０°～１８０°の指示
方向を有する）から南を指す状態（３２２Ｈで図示される通り）（即ち、約１８０°の指
示方向を有する）へと移動する。患者のグルコースレベルが急激に減少している（即ち、
大規模な変化率を有する）場合には、インジケータ３２２Ｉに図示されるように、２つの
矢印が使用される。
【０１５２】
　表示３３７Ｊにおいて、傾向ライン３３６Ｊは、帯３４１から帯３３８（即ち、低グル
コースレベルから標的グルコースレベル）の内で上昇する。現在のグルコースレベルが標
的範囲中（即ち、帯３３８内）であるとき、ユニタリアイコン３２０の背景色３２６Ｄは
、帯の色（例えば、灰色）に一致する。インジケータ３２２Ｊは、東を指して（即ち、約
９０°の指示方向を有して）、患者のグルコースレベルの変化率が比較的安定しているこ
と、及び患者の現在のグルコースレベルが変化する可能性が低いことを示す。
【０１５３】
　図４Ｂは、ユニタリアイコン３２０及び傾向グラフ３３０を含むユーザインターフェー
ス３００の別の表示４５０を図示する。ユニタリアイコン３２０は、現在または直近に受
信されたグルコースレベルが７７ｍｇ／ｄＬであることを示す。この現在のグルコース値
は、傾向グラフ３３０の一番右側にあるデータ点４３７に対応し得る。データ点４３７は
、下限閾値レベル３３２を下回り得、帯３４１中に存在し得、低グルコース値に対応し得
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る。患者の現在または直近のグルコース値が低いことを示すため、データ確認モジュール
２６４は、帯３４１、及びユニタリアイコン３２０の背景色に赤色で陰影を付けて、患者
が注意を必要とし得ることを示し得る。傾向ライン３３２を上回るデータ点は黒色であっ
てもよく、傾向ライン３３２を下回るデータ点４４１及び４３７は白色であってもよい。
黒色から白色へのデータ点の色の変化は、データ点と帯の色との間のより強い視覚的対比
を提供し得る。加えて、この色の変化により、ユーザは、患者のグルコース値がどれだけ
の期間低いままであるのかを素早く決定することができるようになり得る。異なる帯にお
けるデータ点を区別するために異なる色を使用することに加えて、データ確認モジュール
２６４は、異なるグラフィック、形状、サイズ等を使用してもよい。
【０１５４】
　現在のデータ点４３７はまた、異なるデータ点の種類を使用して、より古いデータ点と
は異なって図示され得る。そうすることにより、ユーザは、現在の読み出し値を過去の読
み出し値と素早く区別できるようになる。データ点４３７は、黒色の枠と色による背景塗
りつぶしとを有する円であってもよい。背景塗りつぶしの色は、データ点４３７が閾値３
３２を下回るため、白色であり得る。以前または過去のグルコースレベル読み出し値は、
塗りつぶした円を使用して図示され得る。円の色は、上記のように、データ点が閾値３３
２を上回るか下回るかに応じて、白色または黒色であってもよい。
【０１５５】
　事象も、他のデータ点とは異なって図示され得る。いくつかの実装において、事象マー
カは、その事象に時間的に最も近いデータ点の周囲に配置されてもよい。傾向グラフ３３
０から事象を素早く識別することにより、患者または遠隔監視者は、事象が患者のグルコ
ースレベルに影響したかどうかを見極めることが可能となり得る。事象は、その事象が起
きたときに最も近い時間に記録されたデータ点と関連付けられ得る。グラフ３３０中、デ
ータ点４３９は事象と関連付けられ得る。例えば、患者が飲料を消費したか、またはイン
スリンのボーラスを投与され、この事象をインターフェース１６１０を使用して記録した
場合には、記録された事象に最も近いデータ点の周囲にボックスが出現し得る。この実装
において、ボックスは、白色の背景で黒い枠を有するが、他の色、形状、パターン、及び
テクスチャが使用されてもよい。
【０１５６】
　図５Ａ、５Ｂ、５Ｃ、及び５Ｄは、ユーザインターフェースの別の表示３５０（例えば
、図５Ａ中の３５０）を図示する。表示３５０は、患者のグルコースレベルの履歴に関す
る詳細な情報を提供し得、反映モードに対応し得る。データ確認モジュール２６４は、コ
ンピューティングデバイス１８及び／または１９が、それが縦方向から横方向に回転した
ことを加速度計等に基づいて検出するときに、反映モードに入ってもよい。
【０１５７】
　図５Ａ、５Ｂ、５Ｃ、及び５Ｄは、ユーザがユーザインターフェースと相互作用する際
の傾向グラフの種々の表示を示す。時間が水平軸上に示されてもよく、グルコースレベル
が垂直軸上に図示されてもよい。これらの傾向グラフは、図４Ａに関して上に記載した傾
向グラフに類似していてもよいが、異なる期間（例えば、より長期間または短期間）引き
延ばされていてもよい。図５Ａ、５Ｂ、５Ｃ、及び５Ｄの実装は、デフォルトの１２時間
の期間にわたるグルコースレベルを示す。図４Ａ及び４Ｂの傾向グラフのように、現在ま
たは直近のグルコースレベル読み出し値は、右側に示され得る。現在のデータ点の左にあ
るデータ点は、より早期の読み出し値を表し得る。これらの傾向グラフは、上記のより低
い閾値及びより高い閾値を表す水平ラインを含んでもよい。
【０１５８】
　ユーザがデータ点上を触るかまたはデータ点を選択するとき、小型アイコン９２０が、
ユーザのユーザインターフェースとの相互作用地点に最も近いデータ点（例えば、ユーザ
の指、タッチペン、マウス等の検出された位置に最も近いデータ点）上に出現し得る。小
型アイコン９２０は、グラフの上部に表示される日時のグルコースレベルに対応する数値
を表示し得る。この日時は、ユーザのユーザインターフェースとの相互作用地点に最も近
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いデータ点と関連付けられ得る。小型アイコン９２０は、図４Ａに関して上で記載される
ように、そのデータ点でのグルコースレベルが低かったか、標的内であったか、または高
かったかどうかを示すために、背景色または塗りつぶしを有してもよい。ユーザが自身の
ポインティングデバイス（例えば、指、マウス、タッチペン等）を図５Ａ、５Ｂ、５Ｃ、
及び５Ｄに図示される傾向グラフに沿ってなぞると、小型アイコン９２０が各データ点に
出現し得る。図５Ａ、５Ｂ、５Ｃ、及び５Ｄ中の小型アイコン９２０は変化率インジケー
タを含まないが、いくつかの実装では、このインジケータを小型アイコンに含めて、その
時点での変化率を表してもよい。
【０１５９】
　図６Ａ、６Ｂ、及び６Ｃは、ユーザがユーザインターフェース上に表示される事象情報
と相互作用するときの反映モードにあるユーザインターフェースの更なる表示３５１を図
示する。データ確認モジュール２６４は、コンピューティングデバイス１８及び／または
１９が、それが水平位置に回転したことを検出するときに、表示３５１を生成し得る。こ
の検出は、例えば、コンピューティングデバイス１８及び／または１９内の加速度計から
の入力に基づいてもよい。これらの表示における傾向グラフは、事象９３９Ａ、９３９Ｂ
、及び９３９Ｃと関連するデータ点を含み得る。事象と関連するデータ点は、上記のよう
に、他のデータ点とは異なって図示されてもよい。図６Ａ、６Ｂ、及び６Ｃの実装におい
て、データ点９３９Ａ、９３９Ｂ、及び９３９Ｃは、白色のボックスで図示されてもよく
、非事象データ点は、黒塗りの円で図示されてもよい。異なる色、形状、パターン、テク
スチャ、サイズ等のデータ点を使用して、事象と関連するデータ点を他のデータ点と区別
し得る。データ点９３９Ａ、９３９Ｂ、または９３９Ｃが選択されると、アイコン９４０
Ａ、９４０Ｂ、または９４０Ｃが出現し得る。これらのアイコンは、事象と関連する活動
の種類（例えば、較正事象、食物消費等）を示し得る。例えば、事象の時刻、任意の対応
数量（例えば、消費カロリー）等を含む、これらの活動または事象についての更なる情報
が、アイコン９４０Ａ、９４０Ｂ、及び９４０Ｃを選択することによって表示されてもよ
い。
【０１６０】
　図７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄ、及び７Ｅは、反映モードにあるユーザインターフェースの
更なる表示３５２を図示する。データ確認モジュール２６４は、コンピューティングデバ
イス１８及び／または１９が縦方向から横方向に回転するか、または横方向で保持される
ときに、表示３５２を生成し得る。表示３５２は、異なる期間に及ぶ傾向グラフを含んで
もよい。例えば、それぞれ、図５Ａ～５Ｄ及び６Ａ～６Ｃの表示３５０及び３５１におい
て、傾向グラフは、１２時間にわたるグルコースレベルデータを表示する。ユーザが警告
グラフ上でより多くのデータ（例えば、２４時間にわたるデータ）またはより少ないデー
タ（例えば、３時間にわたるデータ）を見ることを望む場合、ユーザは、表示３５２を使
用して表示されるデータの量を変更してもよい。表示３５２において、１つ以上の選択可
能な時間枠アイコン（１時間、３時間、６時間、１２時間、及び２４時間）が表示の上部
に示されてもよい。ユーザは、所望の時間枠アイコンを選択して、ユーザが見ることを望
むデータの量を示し得る。これらの時間枠アイコンは、ユーザがスクリーンと相互作用し
ていない（例えば、コンピューティングデバイス１８及び／または１９が、タッチまたは
選択の存在を含むいずれのユーザ入力も検出しない）ときに出現し得る。また、手振り等
の他の動作を使用して、時間枠を増加または減少させてもよい（例えば、デバイス１８及
び／または１９上のディスプレイをスワイプする、つまむ、及び引き延ばす）。これらの
時間指定は単なる例示であり、他の増分が使用されてもよい。現在時刻が各傾向グラフの
右側に表示され得る。期間が増加するにつれて、より多くのデータ点が表示され得、傾向
ラインは連続的ラインに似得る。期間が減少するにつれて、より少ないデータ点が表示さ
れ得、データ点が５分ごと等の規則的間隔で生成されるため、個々のデータ点はより認識
可能となり得る。ユーザが時間スケールを調整することを可能にすること、及びその結果
としての表示されるデータ量は、ユーザが患者のグルコースレベルの傾向を検出すること
を助け得る。
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【０１６１】
　携帯型コンピューティングデバイス１８及び／または１９上で実行しているアプリケー
ション２５５は、患者の現在及び以前のグルコースレベルのスナップショットを提供して
もよい。いくつかの実装において、アプリケーションはまた、患者が近いうちに低血糖ま
たは高血糖となる危険があるかどうかを示してもよい。一部のユーザ（即ち、患者及び／
または遠隔監視者）は、現在のグルコース値のみに集中して、値が危険なレベルに下降ま
たは上昇しているかどうかについてはあまり考えないため、危険性情報を提供することが
有益であり得る。この臨床的危険性は、患者の現在または最近のグルコースレベル及び変
化率に基づき得る。例証のため、アプリケーションは、患者のリスクレベルを評価するた
めに以下の指針を使用し得る。
　　●患者の現在のグルコースレベルが高く、かつ変化率が増加している＝患者への高い
臨床的危険性
　　●患者の現在のグルコースレベルが低く、かつ変化率が減少している＝患者への高い
臨床的危険性
　　●患者の現在のグルコースレベルが低く、かつ変化率が安定している（即ち、変化し
ていない）＝患者への高い臨床的危険性
　　●患者の現在のグルコースレベルが高く、かつ変化率が安定している（即ち、変化し
ていない）＝患者への高い臨床的危険性
　　●患者の現在のグルコースレベルが高く、かつ変化率が減少している＝患者への低い
臨床的危険性
　　●患者の現在のグルコースレベルが低く、かつ変化率が増加している＝患者への低い
臨床的危険性
　　●患者の現在のグルコースレベルが標的内であり、かつ変化率が安定している（例え
ば、変化していないかまたは比較的低い変化率）＝患者への低い臨床的危険性
【０１６２】
　図８Ａ、８Ｂ、８Ｃ、及び８Ｄは、患者の臨床的危険性レベルを患者または遠隔監視者
に通信するための種々の機序を図示する。これらの機序を互いに分離してまたは組み合わ
せて使用して、高い臨床的危険性、低い臨床的危険性、またはその両方を示し得る。
【０１６３】
　図８Ａ及び８Ｂは、カラースキームを携帯型コンピューティングデバイス上のディスプ
レイに適用することによって、臨床的に危険な状態のユーザに警告するための実装を図示
する。これらの図面における携帯型コンピューティングデバイスは、複数のアプリケーシ
ョンを実行していてもよい。本実装において、グルコース監視アプリケーションは、ユー
ザが前景で異なるアプリケーションを操作する際に、背景で実行（即ち、停止）していて
もよい。アプリケーションが、患者が上記のように臨床的に危険な状態に入り得ることを
決定する場合、アプリケーションは、カラースキームを適用してディスプレイに特定の色
で陰影を付け得る。選択される色は、例えば、患者が低血糖または高血糖となる危険があ
ると決定されるかどうか、臨床的危険性が低いか高いか等に基づき得る。いくつかの実装
においては、これらのパラメータのうちの１つ以上を組み合わせて使用して、カラースキ
ームを決定してもよい。図８Ａの実装において、アプリケーションは、患者が低血糖とな
る危険があり得ることを示すために、赤色のカラースキーム１７１０を適用してもよい。
図８Ｂの実装において、アプリケーションは、患者が高血糖となる危険があり得ることを
示すために、黄色のカラースキーム１７２０を適用してもよい。いくつかの実装において
、アプリケーション２５５は、危険性が高い状況に対して赤色のカラースキーム１７１０
、危険性が中等度の状況に対して黄色のカラースキーム１７２０、危険性が比較的低い状
況に対して色付けなしまたは灰色の色付けを適用してもよい。スクリーン上の色付けは、
患者または遠隔監視者が必要に応じて患者のグルコースレベルを上昇させるかまたは下降
させるために行動を取るように目立たずに促し得る。
【０１６４】
　図８Ｃは、ユニタリアイコン１８２０の背景色１８２６の変化させることによって、目
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立たないように臨床的に危険な状態をユーザに通信するための実装を図示する。図８Ｃの
実装において、ユニタリアイコン１８２０は、色のグラデーションの背景を有する。この
グラデーションは、患者の臨床的危険性を表現するために種々のパターンで配列された複
数の色を含む。色のグラデーションを使用して患者の臨床的危険性を図示することで、患
者は、是正措置が必要であるかどうかを素早く確かめることができるようになる。例えば
、患者の現在の血糖状態が、低いが標的内の値へと上昇している場合には、患者への臨床
的危険性は低いかもしれない。患者の現在の血糖状態に基づいてユニタリアイコンを赤色
で塗りつぶして表示するのではなく、色のグラデーションを使用して、例えば、赤色から
灰色へのグラデーションを使用して、患者の血糖状態における予期される変化を表現し得
る。この例においては、赤色から灰色へのグラデーションにより、ユーザは、この自身の
低いグルコースレベルが上昇していることを素早く理解することができるようになる。
【０１６５】
　図８Ｃの実装では、患者の現在の血糖状態がユニタリアイコン１８２０の左下に視覚的
に表され得、患者の推定血糖状態がユニタリアイコンの右上に視覚的に表され得る。他の
変化形が可能であり、それらとしては、例えば、現在の血糖状態をユニタリアイコン１８
２０の下部または左側に、推定血糖状態をユニタリアイコンの上部または右側に図示する
こと等が挙げられる。ここでは、患者の現在のグルコースレベルは６５ｍｇ／ｄＬであり
、これは低いと決定される。このため、ユニタリアイコンの左下は赤色で陰影を付けられ
る。インジケータ１８２２が北東を指しているため（即ち、前向きな変化率）、患者のグ
ルコースレベルは、一定の変化率で上昇する傾向にある。このため、患者のグルコースレ
ベルが現在低くても、前向きな変化率に起因して患者の現在のグルコースレベルが上昇す
ると予期されるため、患者の臨床的危険性は低いと見なされ得る。患者の推定血糖状態が
低い臨床的危険性を提示するため、ユニタリアイコンの右上は灰色で陰影を付けられる。
対照的に、例として、変化率が減少している場合には、背景色１８２６は、患者の現在の
血糖状態（低い）が下降し続け、患者が臨床的危険性の高い状態に陥り得ることを示すた
めに、いずれの灰色による彩色もなく完全に赤色であってもよい。
【０１６６】
　いくつかの実装において、アプリケーションは、インジケータ１８２２の外観を変化さ
せて、臨床的に危険な状況を示してもよい。例えば、アプリケーションは、インジケータ
１８２２を拡大する、インジケータを点滅させる若しくはチカチカさせる、及び／または
患者の決定された臨床的危険性のレベルに応じてその色を変化させてもよい。一実装にお
いて、インジケータ１８２２は、ユーザが危険性の高い臨床的状況にあることが決定され
るときには、点滅し得、かつ／または第１の色であってもよく、ユーザが危険性の低い臨
床的状況にあることが決定されるときには、点滅しない場合があり、かつ／または異なる
第２の色であってもよい。
【０１６７】
　図８Ｄは、アプリケーション２５５を使用して患者の臨床的危険状態を視覚化する別の
機序を図示する。表示１９１０は、２つのアイコン１９１２及び１９２２を含み得る。ア
イコン１９１２は、患者の現在のグルコースレベル１９１４を表示し、背景色１９１６を
有する。背景色１９１６は、現在のグルコースレベルが低いか、標的内であるか、または
高いか等の患者の現在のグルコースレベルを示す。アイコン１９２２は、患者の推定グル
コースレベル１９２４を表し、背景色１９２６を有する。背景色１９２６は、推定グルコ
ースレベルが低いと予測されるか、標的内であると予測されるか、または高いと予測され
るかを示す。推定ライン１９１８がユニタリアイコン１９１２とユニタリアイコン１９２
２を接続する。時間インジケータ１９２０が推定ライン１９１８に隣接して表示されて、
推定グルコースレベルが発生すると見通されるときを示す。図８Ｄの実装において、ユニ
タリアイコン１９１２及び１９２２は、変化率を表すためのインジケータを有しない。こ
れらのインジケータを省くことは、それによりユーザに表示される情報量が減少するため
有益であり得る。しかしながら、いくつかの実装においては、これらのインジケータがユ
ニタリアイコン１９１２及び１９２２に追加されてもよい。
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【０１６８】
　グルコース監視アプリケーションは、臨床的危険性を示すために、文字によるメッセー
ジによって上に記載した視覚化を補ってもよい。これらのメッセージは、危険性を軽減す
るために提案される活動を含み得る。例えば、ユーザが低血糖となる危険があるとき、メ
ッセージは、インスリンの投与、グルコースまたは食物の摂取、診察の依頼等を患者に促
してもよい。
【０１６９】
　携帯型コンピューティングデバイス１８及び／または１９上で実行しているアプリケー
ション２２５は、警告モジュール２７５を使用して警告を発行するように構成され得る。
警告は、例えば、ある特定の所定の閾値を超過するかまたはそれを下回って下降するグル
コースレベルをユーザに通知し得る。これらの警告の生成は、患者または遠隔監視者に、
患者への被害を防止するために修正措置を取るように促し得る。異なる種類の警告が生成
され得、これらとしては、例えば、聴覚的警告、視覚的警告、触覚警告、メッセージ警告
（例えば、電子メールを患者または遠隔監視者に送信する）、及びこれらの組み合わせが
挙げられる。
【０１７０】
　警告モジュール２７５は、図９Ａに図示されるプロセス９０００を使用して異なる警告
を生成し得る。９０１０では、警告モジュール２７５は、グルコースレベルデータをセン
サシステム８から受信し得る。９０２０では、警告モジュール２７５は、受信されたグル
コースレベルデータを、グルコース値の閾値及び／または変化率の閾値等の種々の所定の
閾値と比較し得る。例えば、低いグルコースレベル警告が警告モジュール２７５中で設定
される場合、警告モジュールは、受信されたグルコースレベルをこの警告に対する対応す
る閾値と比較してもよい。この比較に基づいて、警告モジュール２７５が９０３０にてデ
バイス１８及び／または１９上で警告を生成し得る。例えば、警告モジュール２７５は、
受信されたグルコースレベルが閾値を下回る場合に警告を生成してもよい。以下の段落は
、警告モジュール２７５によって維持される異なる種類の警告を説明する。
【０１７１】
　図９Ｂは、ユーザの警告を管理するためのユーザインターフェース９１０を図示する。
これらの警告は、緊急の低い警告９１２、低い警告９１４、高い警告９１６、上昇率警告
９１８、及び下降率警告９３０等のグルコースレベル警告を含み得る。グルコースレベル
警告モジュール２７６は、これらのグルコースレベル警告を管理し得る。ユーザインター
フェース９１０も、データなし警告９３２等の通信失敗に関する警告を含み得る。通信失
敗警告モジュール２７７は、データなし警告９３２を管理し得る。
【０１７２】
　警告メニュー９１０は、これらの警告が有効であるか無効であるかを示し得る。例えば
、上昇率警告９１８は、警告メニュー９１０中の「オフ」という語で示されるように、無
効にされてもよい。別の例では、緊急の低い警告９１２は、隣接する緑色の標識によって
示されるように、有効にされてもよい。この緑色の標識は、警報がトリガされ得るときを
示す数または閾値を表示し得る。図９Ｂの実装において、緊急の低い警告９１２は、グル
コースレベルが５５ｍｇ／ｄＬを下回って下降するときにトリガされ得る。ユーザは、項
目９３４を選択することによって、全ての警告設定をデフォルト値にリセットし得る。そ
うすると、ユーザインターフェース９３６が出現し、ユーザにリセット要求を確認するこ
とを求める。しかしながら、ユーザが特定の警告の設定を調整することを望む場合、ユー
ザは、適切な警告を選択することによってそのようにしてもよい。これらの警告の各々は
、図１０Ａ、１０Ｂ、１１、１２、１３、１４、及び１５に関して以下に記載される。
【０１７３】
　図１０Ａ及び１０Ｂは、低い警告と関連する設定を調整するための種々のユーザインタ
ーフェースを図示する。ユーザインターフェース１０００は、低い警告９１４が警告メニ
ュー９１０から選択されるときに出現し得る。ユーザは、スライダ１０１０を調整するこ
とによって低い警告を有効または無効にし得る。ユーザは、疑問符アイコン１００５を選
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択することによって、低い警告についての情報を取得し得る。そうすると、ユーザインタ
ーフェース１０２５が表示され得る。ユーザインターフェース１０２５は、低い警告の説
明を提供するヘルプスクリーンであってもよい。低い警告は、患者のグルコースレベルが
特定の閾値を下回って下降するときに生成またはトリガされ得る。ユーザインターフェー
ス１０００はまた、低い警告と関連する種々の設定を表示してもよい。これらの設定は、
警告に対する閾値またはトリガ１０１３、警告が繰り返されるべき頻度１０１６、及び警
告のための音１０１９を含んでもよい。ユーザインターフェース１０００は、設定１０１
３、１０１６、及び１０１９に対する現在の値を表示し得る。ユーザは、所望の設定を選
択することによってこれらの値を変更してもよい。
【０１７４】
　例えば、ユーザが項目１０１３を選択して閾値を変更する場合には、ユーザインターフ
ェース１０５０が表示されてもよい。ユーザが項目１０１６を選択して警告の繰り返し設
定を変更する場合には、ユーザインターフェース１０５５が表示されてもよい。同様に、
ユーザが項目１０１９を選択して警告と関連する音を変更する場合には、ユーザインター
フェース１０６０が表示されてもよい。ユーザは、音の所定のリストから１つの音を選択
し得る。異なる警告に対して異なる音を指定することで、ユーザは、警告を互いに区別す
ることができるようになり得る。ユーザは、インターフェース１０５０、１０５５、及び
１０６０上のスクロールキーパッドを使用して、それぞれ、設定１０１３、１０１６、及
び１０１９に対する所望の値を選択し得る。
【０１７５】
　図１１は、緊急の低い警告と関連するユーザインターフェース１１００及び１１２５を
図示する。ユーザインターフェース１１００は、緊急の低い警告９１２が警告メニュー９
１０から選択されるときに出現し得る。ユーザは、疑問符アイコン１１０５を選択するこ
とによって、緊急の低い警告についての情報を取得し得る。そうすると、ユーザインター
フェース１１２５が表示され得る。ユーザインターフェース１１２５は、緊急の低い警告
の説明を提供するヘルプスクリーンであってもよい。緊急の低い警告は、患者のグルコー
スレベルが所定の閾値を下回って下降するときに生成またはトリガされ得る。いくつかの
実装において、この所定の閾値は調整されない場合があり、かつこの警告は無効にされな
い場合がある。ユーザインターフェース１１００はまた、緊急の低い警告と関連する種々
の設定を表示してもよい。これらの設定は、警告に対する閾値またはトリガ１１１３、警
告が繰り返されるべき頻度１１１６、及び警告のための音１１１９を含んでもよい。設定
１１１３、１１１６、及び１１１９と関連する値は、図１０Ｂで図示されるものに類似し
たインターフェースを使用して調整されてもよい。
【０１７６】
　図１２は、高い警告と関連するユーザインターフェース１２００及び１２２５を図示す
る。ユーザインターフェース１２００は、高い警告９１６が警告メニュー９１０から選択
されるときに出現し得る。ユーザは、スライダ１２１０を調整することによって高い警告
を有効または無効にし得る。ユーザは、疑問符アイコン１２０５を選択することによって
、高い警告についての情報を取得し得る。そうすると、ユーザインターフェース１２２５
が表示され得る。ユーザインターフェース１２２５は、高い警告の説明を提供するヘルプ
スクリーンであってもよい。高い警告は、患者のグルコースレベル読み出し値がある特定
の閾値を上回って増加するときに生成またはトリガされ得る。ユーザインターフェース１
２００はまた、高い警告と関連する種々の設定を表示してもよい。これらの設定は、警告
に対する閾値またはトリガ１２１３、警告が繰り返されるべき頻度１２１６、及び警告の
ための音１２１９を含んでもよい。設定１２１３、１２１６、及び１２１９と関連する値
は、図１０Ｂで図示されるものに類似したインターフェースを使用して調整されてもよい
。
【０１７７】
　図１３は、上昇率警告と関連するユーザインターフェース１３００及び１３２５を図示
する。ユーザインターフェース１３００は、上昇率警告９１８が警告メニュー９１０から
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選択されるときに出現し得る。ユーザは、スライダ１３１０を調整することによって上昇
率警告を有効または無効にし得る。ユーザは、疑問符アイコン１３０５を選択することに
よって、上昇率警告についての情報を取得し得る。そうすると、ユーザインターフェース
１３２５が表示され得る。ユーザインターフェース１３２５は、上昇率警告の説明を提供
するヘルプスクリーンであってもよい。上昇率警告は、患者のグルコースレベルの上昇が
特定の閾値に対して速すぎるときに生成またはトリガされ得る。ユーザインターフェース
１３００はまた、上昇率警告と関連する種々の設定を表示してもよい。これらの設定は、
警告に対する閾値またはトリガ１３１３、警告が繰り返されるべき頻度１３１６、及び警
告のための音１３１９を含んでもよい。設定１３１３、１３１６、及び１３１９と関連す
る値は、図１０Ｂで図示されるものに類似したインターフェースを使用して調整されても
よい。
【０１７８】
　図１４は、下降率警告と関連するユーザインターフェース１４００及び１４２５を図示
する。ユーザインターフェース１４００は、下降率警告９３０が警告メニュー９１０から
選択されるときに出現し得る。ユーザは、スライダ１４１０を調整することによって下降
率警告を有効または無効にし得る。ユーザは、疑問符アイコン１４０５を選択することに
よって、下降率警告についての情報を取得し得る。そうすると、ユーザインターフェース
１４２５が表示され得る。ユーザインターフェース１４２５は、下降率警告の説明を提供
するヘルプスクリーンであってもよい。下降率警告は、患者のグルコースレベルの下降が
特定の閾値に対して速すぎるときに生成またはトリガされ得る。ユーザインターフェース
１４００はまた、下降率警告と関連する種々の設定を表示してもよい。これらの設定は、
警告に対する閾値またはトリガ１４１３、警告が繰り返されるべき頻度１４１６、及び警
告のための音１４１９を含んでもよい。設定１４１３、１４１６、及び１４１９と関連す
る値は、図１０Ｂで図示されるものに類似したインターフェースを使用して調整されても
よい。
【０１７９】
　図１５は、データなし警告と関連するユーザインターフェース１５００及び１５２５を
図示する。ユーザインターフェース１５００は、データなし警告の説明を提供するヘルプ
スクリーンであってもよい。通信失敗警告モジュール２７７は、アプリケーションが、所
定の期間の後でグルコース読み出し値をセンサシステム８から受信するのを停止するとき
に、データなし警告を生成し得る。ユーザは、ユーザインターフェース１５２５のスクロ
ールキーパッドを使用して、この所定の時間の値を調整し得る。
【０１８０】
　警告モジュール２７５は、警告を生成して、特定の閾値条件またはレベルが満たされた
ことをユーザに助言し得る。アプリケーションは、異なるオペレーティングプラットフォ
ームを伴う可能性がある、多目的デバイスであり得る（即ち、専用グルコース監視デバイ
スではない）異なる携帯型コンピューティングデバイス１８及び１９上で実行していても
よいため、これらの警告は、各コンピューティングデバイスの制約の内で動作するように
調整されてもよい。例えば、スマートフォンの設定における呼び出し音または警告音量は
、警告の音量を決定してもよい。例えば、消音スイッチが電話上で有効である場合には、
アプリケーション２５５は、聴覚的警告を生成することができない場合がある。別の例に
おいて、ユーザは、自身の電話における種々の通知設定を設定してもよい。これらの設定
は、警告が表示される様式に影響し得る。種々の因子がこのプロセスに影響し得、これら
の因子としては、例えば、電話がロックされているかロック解除されているか、アプリケ
ーションが現在使用中であるか背景でアイドリング中であるか等が挙げられる。電話は、
例えば、ユーザが電話上で実行しているアプリケーションと相互作用することができない
ときに、ロック状態であり得る。ロック状態である間、ユーザは、パスコードを入力して
電話をロック解除状態にし得る。電話がロック解除状態であるときは、ユーザは、電話上
で実行しているアプリケーションと相互作用することができてもよい。以下の実装は、こ
れらの設計制約に対する種々の解決策を開示する。
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【０１８１】
　図１６Ａ、１６Ｂ、及び１６Ｃは、ユーザの携帯型コンピューティングデバイス１８及
び／または１９がロックされているときにユーザに警告するための機序を図示する。図１
６Ａ、１６Ｂ、及び１６Ｃの実装は上昇率警告に関して説明されるが、この実装は、本明
細書で考察されるいずれの警告にも適用され得る。
【０１８２】
　図１６Ａは、ロックされたスクリーン上に上昇率警告１５１２を表示するインターフェ
ース１５１０を図示する。グルコースレベル警告モジュール２７６は、ユーザが警告を有
効にし、図９Ａのプロセス９０００に関して上に記載したように閾値レベルが到達される
ときに、警告１５１２を生成し得る。警告１５１２は、生成またはトリガされた警告の種
類を示す文字、警告のアイコンまたはグラフィック表示等を含むテキストを含んでもよい
。図１６Ａの実装では、警告は、警告と関連付けられるいずれの数値（例えば、患者のグ
ルコースレベルがどれだけ素早く上昇しているか、及びそれがどれくらいの期間閾値レベ
ルを超過しているか）も表示しない。この情報を省略することにより、ユーザは、ユーザ
自身に過度の注目を集めることなく自身の警告を公共の場で目立たずに見ることが可能と
なり得る。またこの情報を省略することにより、陳腐化したデータの提示を防止し、より
詳細な情報を取得するためにユーザにアプリケーションの立ち上げを奨励し得る。例えば
、警告１５１２が患者の現在の血糖状態をデバイス１８上に表示し、デバイスがセンサシ
ステム８との接続性を喪失する場合、患者は、患者の現在の血糖状態が安定していると考
え得るが、実際にはアプリケーション２５５がこの値を更新することができないでいるの
である。この状況は、例えば、患者の電話１８がセンサシステム８との接続性を喪失した
ために、警告１５１２が、患者の現在の血糖レベルが標的内であることを示す数値を提供
するが、実際は下限閾値３３２を下回って下降している場合に特に危険であり得る。これ
らの数値及び／または変化率の表現が表示されるかどうかは、いくつかの実装では、警告
モジュール２７５及び／またはグルコースレベル警告モジュール２７６を使用してユーザ
によって構成され得る。
【０１８３】
　警告１５１２は、警告に関する更なる情報を見るための命令を表示してもよい。本実装
では、警告は、ユーザに、「スライドして見る」という命令を出し得る。グルコース警告
モジュール２７６は、ユーザがこれらの命令に従った後で図１６Ｂのユーザインターフェ
ース１５１４を表示し得る。
【０１８４】
　ユーザインターフェース１５１４は、警告の性質に関する詳細を提供し得る。表示され
る詳細は、生成される警告に依存し得る。例えば、警告がシステムの状態に関係する場合
、警告は、警告の状態に関する情報を提供してもよい。例えば、データなし警告９３２が
生成される場合には、ユーザインターフェース１５１４は、アプリケーション２５５がグ
ルコースレベルデータをセンサシステム８から最後に受信してからの期間を表示してもよ
い。別の例において、較正測定が必要とされる場合には、ユーザインターフェース１５１
４は、同様のことを示す文字によるメッセージを表示してもよい。
【０１８５】
　警告が患者のグルコースレベルに関係する場合、ユーザインターフェース１５１４は、
例えば、患者の現在のグルコースレベル、警告と関連付けられる閾値等を表示し得る。ユ
ーザインターフェース１５１４は、警告の種類１５１６を特定し、グルコースレベルの警
告に対するユニタリアイコン１５２０を表示し得る。ユニタリアイコンは、患者の現在の
グルコースレベル１５２４を表示してもよい。背景色１５２６は、このグルコースレベル
が標的内であることを示し得る。しかしながら、インジケータ１５２２が２つの矢印イン
ジケータを有するため、このグルコースレベルの変化率は急激に増加している。これらの
状況下で、いずれの行動も取られない場合、患者は高血糖となり得る。ユーザインターフ
ェース１５１４は、ユーザに、項目１５４１を選択することによってこの警告を認知する
ように促し得る。ユーザが警告を認知しない場合、アプリケーションは、認知が受信され
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るか、または警告をトリガした条件がそれ以上満たされなくなるまで、再警告し続けても
よい。アプリケーションは、ユーザが警告を認知するまで所定の間隔で（例えば、５分ご
とに）再警告してもよい。再警告し続けることは、特にアプリケーション２５５が背景で
アイドリングしている場合に、ユーザが警告を見ることを確実にするのを助け得る。
【０１８６】
　ユーザが警告を認知すると、グルコース警告モジュール２７６は、アプリケーションを
開始するかまたは立ち上げて、図１６Ｃに図示されるユーザインターフェース１５４０を
表示し得る。ユーザインターフェース１５４０は、ホームスクリーンであってもよく、患
者のグルコースレベルに関する詳細な情報を提供し得る。ユーザインターフェース１５１
４のように、このインターフェースは、ユニタリアイコン１５２０及びインジケータ１５
２２を含んでもよい。加えて、このインターフェースはまた、患者のグルコースレベルの
傾向グラフ１５３０を表示してもよい。
【０１８７】
　図１６Ａ、１６Ｂ、及び１６Ｃの実装は、携帯型コンピューティングデバイスの状態及
び／またはアプリケーションの状態に応じて異なり得る。例えば、携帯型コンピューティ
ングデバイスがロック解除され、アプリケーションが活動中である（即ち、現在使用され
ている）場合には、警告は、アプリケーション内で通知として表示されてもよい。しかし
ながら、携帯型コンピューティングデバイスがロック解除され、アプリケーションが背景
でアイドリング中である場合には、警告は、バナーとして表示され得る。これらのバナー
は、コンピューティングデバイスのディスプレイスクリーン内の任意の場所（例えば、上
部付近）に一時的に出現し、所定の期間（例えば、５秒）後に消えてもよい。ユーザが自
身の指をバナー警告上でスライドさせると、警告モジュール２６４は、例えば、図１６Ｂ
のユーザインターフェース１５１４を表示し得る。デバイス上の消音スイッチが有効であ
る場合には、アプリケーションは、例えば、振動警告または視覚化を含む種々の非聴覚的
警告を生成し得る。視覚化としては、図８Ａ及び８Ｂに関して上に記載されるように、例
えば、点滅するスクリーン、陰影の付いたスクリーン等を挙げることができる。警告が患
者の携帯型コンピューティングデバイス上で聞こえるように生成されない場合、図１の受
信器１６等のデバイスがこれらの警告を生成してもよい。アプリケーションは、これらの
通知、バナー、振動警告、及び視覚化を、警告が認知されるまで、または警告をトリガし
た条件がそれ以上満たされなくなるまで再生成してもよい。携帯型コンピューティングデ
バイス上の通知センターがこれらの警告の記録を維持し得る。この記録は、例えば、警告
の種類、警告がトリガされたとき、それが再生成された回数等を特定し得る。通知センタ
ーは、警告を、それが認知された後で除去してもよい。ユーザは、アプリケーション中の
履歴表示から古い警告を見てもよい。
【０１８８】
　いくつかの実装において、警告設定は、一日の時間に基づいて修正されてもよい。例え
ば、患者が午後１０時～午前６時の間で夜間就寝している場合、ユーザが自身の血糖状態
を意識している可能性、及び／または警告を聞く若しくは警告に反応する可能性は低くあ
り得る。これらの時間の間に患者の低減した意識及び反応性に対応するために、アプリケ
ーションは、種々の警告に対するグルコース閾値レベルを厳格化することによって夜間モ
ードに入り得る。これらの閾値レベルを調整することで、患者が就寝し得るときに、患者
における低減した反応性に対応し得る。これらの調整は、このようにして、患者または遠
隔監視者が、患者が深刻な被害を受ける前に修正措置を取るための時間を増やすことを可
能にし得る。
【０１８９】
　例えば、患者のグルコースレベルが６０ｍｇ／ｄＬを下回って下降するときに、低い警
告が通常トリガされる場合には、夜間モードの閾値は８０ｍｇ／ｄＬであってもよい。低
い警告に対する閾値レベルを増加させることは、アプリケーションがこの警告をより早く
またはより頻繁に生成することを可能にし得る。別の例において、患者のグルコースレベ
ルが１８０ｍｇ／ｄＬを上回って上昇するときに、高い警告が通常トリガされる場合には
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、患者の睡眠を邪魔しないように、夜間モードの閾値は１９０ｍｇ／ｄＬであってもよい
。高い警告に対する閾値レベルを増加させることは、アプリケーションがこの警告をより
低い頻繁で生成することを可能にし得る。図１７は、夜間モード動作を説明するユーザイ
ンターフェース１８５０を図示する。ユーザは、夜間モードの時間を指定し、どの警告が
夜間モード調整の対象となるのかを選択し得る。夜間モードが無効にされる場合、警告は
一日中活動し得る。いくつかの実装において、低血糖状態は高血糖状態よりも危険である
ため、低い警告のみが夜間モード動作中に活動し得、高い警告は停止され得る。
【０１９０】
　インスリンポンプが患者に取り付けられる実装では、インスリンポンプは、夜間モード
の時間中は異なるインスリン送達プロファイルを有してもよい。いくつかの実装において
、夜間モードの警告は、夜間モードではない警告とは異なる警告音、音量、及び繰り返し
頻度を有してもよい。例えば、アプリケーションは、夜間モードの時間中にユーザを起こ
すために警報に対して高音量の不快な音を使用し得る。
【０１９１】
　上述のように、ユーザの携帯型コンピューティングデバイスの状態は、警告生成に影響
し得る。例えば、携帯型コンピューティングデバイスが消音モードである場合には、ユー
ザは聴覚的な警告を聞くことができない場合がある。これは、例えば、ユーザが自身の携
帯型コンピューティングデバイスを偶発的に消音してしまった場合に問題であり得る。図
１８は、コンピューティングデバイス１８が消音されるかまたは聴覚的な警告を生成でき
ないときに警報を発行するためのプロセス１９０７を図示する。
【０１９２】
　１９１０では、消音モード警告モジュール２７８は、コンピューティングデバイス１８
上の消音モードが有効にされたかどうか、またはアプリケーション２５５からの聴覚的警
告が抑えされているかを決定し得る。その場合、消音モード警告モジュール２７８は、プ
ロセス１９２０、１９３０、及び１９４０のうちの１つ以上を行い得る。これらのプロセ
スは、連続してまたは実質的に同時に行われてもよい。
【０１９３】
　１９２０では、消音モード警告モジュール２７８は、ユーザに消音モードがコンピュー
ティングデバイス１８上で有効にされたことを通知し得る。いくつかの実装において、消
音モード警告モジュール２７８は、図１９に図示されるグラフィカルユーザインターフェ
ース１９０５を表示して、ユーザに自身のコンピューティングデバイスを消音することの
欠点を伝えてもよい。ユーザインターフェース１９０５は、音が再生されないことを示し
得る。消音モード警告モジュール２７８は、ユーザが警告メニュー９１０を使用して警告
を設定するとき、またはアプリケーションが、コンピューティングデバイスが消音状態で
あることを検出するときに、ユーザインターフェース１９０５を表示し得る。消音モード
警告モジュール２７８は、振動性の警告を更に生成して、ユーザの注意を引いてもよい。
ユーザインターフェース１９０５を閉じ、これらの振動を停止させるためには、ユーザは
、メッセージを認知する必要があり得る。いくつかの実装において、消音モード警告モジ
ュール２７８は、テキストメッセージまたは電子メールメッセージをユーザに送信して、
コンピューティングデバイスが消音されたことを示してもよい。加えてまたはあるいは、
消音モード警告モジュール２７８は、コンピューティングデバイスに、患者の消音された
デバイスに関するメッセージをサーバ２３０等のサーバに送信させてもよい。サーバは、
このようにして、種々の遠隔監視者１９、例えば、家族、主治医等に連絡し得る。
【０１９４】
　遠隔監視者に患者のデバイスが消音されていることを連絡するのに加えて、消音モード
警告モジュール２７８はまた、遠隔監視者に、患者のコンピューティングデバイスにて警
告がトリガされたこと、及び消音モードが患者のコンピューティングデバイスにて有効に
されることを連絡し得る。例えば、患者の低い警告の閾値レベルが満たされる場合、消音
モード警告モジュール２７８は、同じことを示すメッセージをサーバ２３０に送信しても
よい。サーバ２３０は、このようにして、メッセージを遠隔監視者へと中継し得る。これ



(37) JP 6855371 B2 2021.4.7

10

20

30

40

50

らのメッセージは、遠隔監視者のデバイス１９にて、テキストメッセージ、通話、電子メ
ール、聴覚的な音等として送信され得る。過剰な警告を減少させるために、サーバ２３０
は、患者が自身のコンピューティングデバイス１８上で警告を認知することに失敗した場
合に、これらの警告を中継し得る。
【０１９５】
　１９３０にて、消音モード警告モジュール２７８は、システム中の他の構成要素と協働
して、患者のコンピューティングデバイス１８が消音されるときに警告を生成し得る。例
えば、患者のコンピューティングデバイス１８上の消音モード警告モジュール２７８は、
患者が所定の時間（例えば、１５分）の後で警告を認知することに失敗した場合に、受信
器１６に警告を表示させてもよい。これらの状況下で、受信器１６は、第１の警告デバイ
スとなり得る。これが発生するとき、受信器１６は、ローカルの音声及び視覚的警報を生
成し、それに関するメッセージを患者の遠隔監視者に送信してもよい。いくつかの実装に
おいて、受信器１６は、センサシステム８と協働して、これらのローカルの警報及びメッ
セージを発行してもよい。例えば、センサシステム８が、患者のコンピューティングデバ
イスが消音されていること、及びユーザがいずれの警告も認知していないことを検出する
場合、センサシステムは受信器１６上で警告をトリガし得る。
【０１９６】
　警告の重要度も、１９４０にてシステムが応答する方法を改変し得る。上述のように、
消音スイッチが患者のコンピューティングデバイス１８上で最初に従事するとき、注意警
報が視覚的に提示され得る。患者がこの注意の認知に失敗し、患者が危険性の低い／高い
状態に進むか、または所定の期間低血糖／高血糖となると、本システム（例えば、患者の
コンピューティングデバイス上の消音モード警告モジュール２７８、受信器、及び／また
はサーバを通してメッセージを受信する遠隔監視者）は、救急医療スタッフ等の医療関係
者に自動的に警告してもよい。いくつかの実装において、消音モード警告モジュール２７
８はまた、患者のコンピューティングデバイスが消音されているときには、警告閾値レベ
ルを厳格化してもよい。この閾値レベルの厳格化は、夜間モード動作に関して上に記載さ
れている閾値レベルの厳格化と類似し得る。閾値レベルの厳格化により、警告はより早く
及び／またはより頻繁にトリガされるようになり得、その結果、患者が反応するための時
間を引き延ばし得る。上記の調整は、一日の異なる時間の間に開始され得る。例えば、低
血糖の影響は、患者が就寝している間には感じられる傾向にないため、医療関係者に連絡
する選択肢は夜間時にのみ有効にされ得る。
【０１９７】
　患者のコンピューティングデバイス１８上での消音スイッチの開始はまた、インスリン
の投薬等、１９４０での他のプロセスの修正をトリガし得る。これらの調整は、患者のコ
ンピューティングデバイスがインスリンポンプと通信している実装において有用であり得
る。例えば、消音モード警告モジュール２７８が、消音スイッチが有効であることを検出
する場合、アプリケーションは、インスリンポンプの活動を中断させてもよい。
【０１９８】
　プロセス１９０７は、音声警告が患者のコンピューティングデバイス１８上で聞かれな
いかもしれないいずれの状況にも適用され得る。このように、プロセス１９０７は、患者
のコンピューティングデバイス１８が消音されているシナリオに限定されない。プロセス
１９０７はまた、ヘッドホンまたはイヤホンが患者のコンピューティングデバイス１８に
挿入されているとき、デバイス上で実行している別のアプリケーションが他のアプリケー
ションからの音を抑えるとき等に適用されてもよい。
【０１９９】
　警告モジュール２７５は、アプリケーション２５５が実行している限り、警告条件をチ
ェックし得る。しかしながら、いくつかの状況では、アプリケーション２５５は、実行ま
たは機能を停止してもよい。これは、例えば、患者のコンピューティングデバイス１８が
、競合するリソースに起因してアプリケーション２５５を終了する場合、コンピューティ
ングデバイス１８の電源が切られる場合、ユーザが偶発的または意図的にアプリケーショ
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ン２５５を終了する場合、アプリケーション２５５及びコンピューティングデバイス１８
が、グルコースデータを受信器１６から受信するかまたは警告を発行するのに十分な接続
性を欠く場合等に、発生し得る。図２０に図示されるようなプロセス２００７は、ユーザ
にアプリケーション２５５が実行を停止したことを警告するための種々の機序を説明する
。
【０２００】
　２０１０では、通信失敗警告モジュール２７７は、アプリケーション２５５が実行して
いるかどうかを決定し得る。アプリケーション２５５が上記の理由のうちのいずれかによ
って実行を停止したかまたは機能を停止した場合、通信失敗警告モジュール２７７及び／
またはコンピューティングデバイス１８は、プロセス２０２０、２０３０、２０４０、及
び２０５０のうちの１つ以上を行い得る。これらのプロセスは、連続してまたは実質的に
同時に行われてもよい。
【０２０１】
　２０２０では、通信失敗警告モジュール２７７は、患者のコンピューティングデバイス
１８上で、ローカルで利用可能な機能、例えば、ローカルのカレンダーアプリケーション
または警報機能を使用して、ユーザにアプリケーション２５５が実行を停止したことを通
告し得る。これらの実装では、通信失敗警告モジュール２７７は、所定の時刻、例えば、
現在時刻から３０分に警報をトリガするようにスケジュールし得る。通信失敗警告モジュ
ール２７７は、この警報を決まった時間間隔（例えば、１５分ごと）で連続的に押し出し
て、警報を再スケジュールし得る。しかしながら、通信失敗警告モジュール２７７は、ア
プリケーション２５５が終了される場合には、警報を再スケジュールすることができない
場合がある。これが発生するときは、ローカルの警報が最終的にトリガされ、音を出し得
る。コンピューティングデバイス１８は、アプリケーション２５５がそれ以上ローカルの
警報に付随するように作動しないことを示す通知を表示してもよい。
【０２０２】
　いくつかの状況では、アプリケーション２５５は、スケジュールされたダウンタイムを
有してもよい。これは、例えば、ソフトウェア更新または日常保守中に発生し得る。２０
３０では、通信失敗警告モジュール２７７は、コンピューティングデバイス１８及び／ま
たは１９上で、アプリケーション２５５の終了がスケジュールされていることを示す通告
を発行し得る。この通告は、患者及び患者の遠隔監視に、このダウンタイム中に警告を生
成するために他の警告デバイスが利用可能であることを確実にするように促し得る。
【０２０３】
　いくつかの状況では、コンピューティングデバイス１８は、アプリケーション２５５に
実行を停止させ得る。これらの事象は、ユーザに、アプリケーション２５５が停止し得る
ようにコンピューティングデバイス１８を再起動することを求め得る。これらの事象は、
例えば、オペレーティングシステムの更新等であってもよい。グルコース監視アプリケー
ションがこれらのスケジュールされた再起動を認識している場合には、通信失敗警告モジ
ュール２７７は、ユーザに、アプリケーション２５５が機能を停止することになることを
前もって通知し得る。
【０２０４】
　２０４０では、コンピューティングデバイス１８は、アプリケーション２５５が作動し
ていないという通知をサーバから受信し得る。サーバは、所定の間隔（例えば、５分ごと
）でのアプリケーション２５５からの通知を予測し得る。サーバがアプリケーション２５
５から予測された通信を受信しない場合、電子メールまたはテキストメッセージ等の通知
をコンピューティングデバイス１８及び／または１９に送信して、アプリケーション２５
５が作動していないことを示してもよい。この通知を受信すると、コンピューティングデ
バイス１８及び／または１９は、そのことを通信失敗警告モジュール２７７に通知し、ア
プリケーション２５５を再起動させ得る。
【０２０５】
　２０５０では、コンピューティングデバイス１８は、アプリケーション２５５が実行を



(39) JP 6855371 B2 2021.4.7

10

20

30

40

50

停止したときにＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）復元プロセスを行い得る。終了したアプ
リケーション２５５は、センサシステム８からの信号によって停止状態を解除され得る。
図２Ａに関して上に記載されるように、センサシステム８は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）接続等の間欠的無線接続を介してコンピューティングデバイス１８に接続され得る
。センサシステム８が携帯型コンピューティングデバイス１８との通信を開始するたびに
、センサシステムは、メッセージをコンピューティングデバイスに送信して、グルコース
監視アプリケーション２５５の停止状態を解除し得る。コンピューティングデバイス１８
は、このメッセージを受信するとアプリケーション２５５を立ち上げ得る。いくつかの実
装において、コンピューティングデバイス１８は、そのことを通信失敗警告モジュール２
７７に通知して、モジュールがアプリケーション２５５を再起動し得る。
【０２０６】
　いくつかの実装において、アプリケーションは、コンピューティングデバイス１８が、
電力が不十分であるために電源が切られるかどうかを決定し、そのことをユーザに警告し
得る。アプリケーションは、所定の時刻にこれらの決定を行い得る。例えば、夜間モード
動作が午後１０時に始まる場合、アプリケーションは、コンピューティングデバイス１８
が、夜間モードの最後まで持続するのに十分な電力を有するかどうかを決定し、ユーザが
就寝する前に（即ち、アプリケーションが夜間モード動作に入る直前に）そのことをユー
ザに警告してもよい。電力が不十分である場合、アプリケーションは、ユーザに自身のコ
ンピューティングデバイス１８を充電するように促す通知を表示し得る。
【０２０７】
　いくつかの実装において、アプリケーションは、アプリケーション内のヘルプをユーザ
に提供し得る。アプリケーションは、例えば、ユーザが、特定のスクリーンに長い時間を
費やしている場合、スクリーン間を行き来している場合、警告を見逃している場合等に、
ユーザが支援を必要としているかどうかを検出する。この挙動が検出されるとき、アプリ
ケーションは、ポップアップメッセージを表示して、アプリケーションについてユーザに
案内し、かつ／またはどのようにシステムが作動するのかをユーザに伝えてもよい。
【０２０８】
　例証として、いくつかの実装では、アプリケーション２５５は、ユーザがデバイスを連
続的グルコース監視システムと対にする方法を理解するのに苦しんでいることを示す、ユ
ーザのアプリケーションとの相互作用を検出してもよい。かかる困難を表すユーザ相互作
用は、例えば、ユーザが所定の時間を超えて特定のスクリーンに留まるとき、ユーザがい
くつかの所定のスクリーン間を行き来するとき、これら両方の組み合わせが起こるとき等
に、発生し得る。アプリケーション２５５は、検出された挙動に関するポップアップヘル
プメッセージを自動的に生成し得る。上記の例に続いて、ポップアップは、デバイス対形
成についての命令を提供し得る。
【０２０９】
　アプリケーション内ヘルプはまた、どのように警告が作動するのかをユーザに伝えるユ
ーザヘルプ機能を含んでもよい。一実装では、アプリケーション２５５は、ユーザが、所
定の時間内での警告のユーザ認知等、所定の基準を使用して警告を認知したかどうかを検
出し得る。ユーザが所定の時間内に警告を認知しない場合には、次回ユーザがアプリケー
ション２５５と相互作用するときに、アプリケーションは、ユーザが以前の警告を認知し
なかったことを示すポップアップメッセージを表示し得る。ポップアップメッセージはま
た、ユーザが、警告を、次回それがトリガされるときに聞く可能性が高くなるように、ユ
ーザが警告を認知しなかった理由及びユーザが警告を構成し得る方法についての文字によ
る指導も提供し得る。例えば、低い警告がトリガされるときに消音スイッチが有効であり
、ユーザが所定の時間内に警告を認知することに失敗する場合、アプリケーション２５５
は、ユーザが低い警告を認知しなかったこと、及びユーザが消音スイッチを無効にして、
警告を次回それがトリガされたときには聞くようにすべきであることをユーザに連絡する
ポップアップメッセージを表示してもよい。
【０２１０】
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　加えて、アプリケーション２５５は、ユーザがトリガされた各警告を認知するのにかか
る時間を記録し得る。この記録は、ユーザが適時に警告を受信する可能性を増加させるよ
うにユーザの警告設定を修正するために、後で使用され得る。この修正は、アプリケーシ
ョンによって自動的に行われてもよく、あるいはアプリケーションが、例えばポップアッ
プメッセージによって修正をユーザに提案し、ユーザがこの修正を承認または拒否し得る
。修正の承認により、アプリケーションによって提案されるように、警告設定がアプリケ
ーション中で自動的に修正される。
【０２１１】
　本明細書に記載される主題の種々の実装が、デジタル電子回路、集積回路、特別に設計
されたＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、コンピュータハードウェア、ファームウェア
、ソフトウェア、及び／またはそれらの組み合わせで実現され得る。回路は、プリント回
路基板（ＰＣＢ）等に貼着され得、記載のように、種々の形態をとり得る。これらの種々
の実装には、特殊目的または汎用であり得、記憶システム、少なくとも１つの入力デバイ
ス、及び少なくとも１つの出力デバイスからデータ及び命令を受信し、そこにデータ及び
命令を伝送するために接続される、少なくとも１つのプログラム可能なプロセッサを含む
プログラム可能なシステムで実行可能及び／または解釈可能な１つ以上のコンピュータプ
ログラムにおける実装が含まれ得る。
【０２１２】
　これらのコンピュータプログラム（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケ
ーション、またはコードとしても知られる）は、プログラム可能なプロセッサのための機
械命令を含み、高レベルの手続き型及び／若しくはオブジェクト指向プログラム言語、な
らびに／またはアセンブリ／機械言語で実装され得る。本明細書に使用されるとき、「機
械可読媒体」という用語は、機械命令及び／データをプログラム可能なプロセッサに提供
するために使用される、機械命令を受信する機械可読媒体を含む、任意の非一過性のコン
ピュータプログラム製品、装置、及び／またはデバイス（例えば、磁気ディスク、光ディ
スク、メモリ、プログラム可能論理デバイス（ＰＬＤ））を指す。
【０２１３】
　ユーザとの対話を提供するために、本明細書に開示される主題は、ユーザに情報を表示
するための表示デバイス（例えば、ＣＲＴ（陰極線管）またはＬＣＤ（液晶ディスプレイ
）モニタ）、ならびにユーザがコンピュータに入力を提供し得るキーボード及びポインテ
ィングデバイス（例えば、マウスまたはトラックボール）を有するコンピュータに実装さ
れてもよい。同様に他の種類のデバイスを使用してユーザとの対話を提供してもよく、例
えば、ユーザに提供されるフィードバックは、感覚フィードバック（例えば、視覚的フィ
ードバック、可聴フィードバック、または触覚フィードバック）のうちのいずれの形態で
あってもよく、ユーザからの入力は、音響、音声、または触覚入力を含むいずれの形態で
受信されてもよい。
【０２１４】
　本明細書に記載の主題は、バックエンド構成要素（例えば、データサーバとして）を含
むコンピューティングシステム、またはミドルウェア構成要素（例えば、アプリケーショ
ンサーバ）を含むコンピューティングシステム、またはフロントエンド構成要素（例えば
、ユーザが本明細書に記載の主題の実装と対話し得るために用いるグラフィックユーザイ
ンターフェースまたはウェブブラウザを有するクライアントコンピュータ）を含むコンピ
ューティングシステム、またはかかるバックエンド、ミドルウェア、若しくはフロントエ
ンド構成要素の任意の組み合わせにおいて実装されてもよい。本システムの構成要素は、
デジタルデータ通信の任意の形態または媒体（例えば、通信ネットワーク）によって相互
接続され得る。通信ネットワークの例としては、ローカルエリアネットワーク（「ＬＡＮ
」）、広域ネットワーク（「ＷＡＮ」）、及びインターネットが挙げられる。
【０２１５】
　いくつかの変化形が上で詳述されているが、他の修正が可能である。例えば、本主題の
特定の実装の説明は分析的適用について考察するが、本主題は、他の種類のソフトウェア
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及びデータサービスアクセスにも同様に適用可能である。更に、上の説明は特定の製品に
言及するが、他の製品も同様に使用され得る。加えて、添付の図面に示され、本明細書に
記載される論理の流れは、望ましい結果を達成するために、示される特定の順番または順
序であることを必要としない。他の実装が以下の特許請求の範囲内であり得る。
【０２１６】
　上の説明は、本発明を実行するために企図される最良のモード、ならびにそれを作製及
び使用する様式及びプロセスの最良のモードを、本発明が属するいずれの当業者もが本発
明を作製及び使用できるようにするために、完全、明瞭、簡潔、及び正確な用語で提示す
る。しかしながら、本発明は、完全に等価である、上で考察したものに対する修正及び代
替的構築の影響を受ける。故に、本発明は、開示される特定の実施形態に限定されない。
むしろ、本発明は、本発明の主題を具体的に指し示し明瞭に特許請求する以下の特許請求
の範囲によって概して表されるように、本発明の趣旨及び範囲内に入る全ての修正及び代
替的構築を網羅する。本開示は図面及び前述の説明において詳細に例証及び説明されてい
るが、そのような例証及び説明は、例証または例示であり、制限とみなされるものではな
い。
【０２１７】
　本明細書に引用される全ての参考文献は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれ
る。参照により組み込まれる刊行物及び特許または特許出願が本明細書に含まれる本開示
に矛盾する範囲では、本明細書は、いずれのかかる矛盾する要素に優先する、かつ／また
は先行することが意図される。
【０２１８】
　別途定義されない限り、全ての用語（技術及び科学用語を含む）は、当業者にとって通
常かつ慣例的な意味が与えられ、本明細書に明示的に定義されない限り、特別またはカス
タマイズされた意味に制限されるものではない。本開示のある特定の特徴または態様を説
明する際の特定の用語の使用は、その用語が本明細書で再定義されて、その用語が関連し
ている本開示の特徴または態様の任意の具体的な特性を含むように制限されることを暗示
すると見なされるものではないことに留意されたい。本出願に使用される用語及び語句、
ならびにそれらの変化形は、特に添付の特許請求の範囲において、別途明示されない限り
、制限とは対照的な制約のないものと見なされるべきである。前述のものの例として、「
含んでいる（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」という用語は、「限定することなく、含んでいる」
、「含んでいるが、限定されない」等を意味し、「含んでいる（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）
」という用語は、本明細書に使用されるとき、「含んでいる（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、
「含有している（ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）」、または「によって特徴づけられる」と同義
であり、包括的または制約のないものであり、追加の列挙されていない要素または方法ス
テップを除外するものではなく、「有する」という用語は、「少なくとも有する」と解釈
されるべきであり、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」という用語は、「含むが、限定されない
」と解釈されるべきであり、「例」という用語は、議論されている項目の例示的な例を提
供するために使用され、完全なものでもその一覧を制限するものでもなく、「既知の」、
「通常の」、「標準的な」等の形容詞及び類似の意味の用語は、記載される項目を所与の
時期または所与の時点で利用可能な項目に制限するものと見なされるべきではなく、現在
または今後の任意の時点で利用可能であるかまたは既知であり得る、既知の、通常の、ま
たは標準的な技術を包含すると解釈されるべきであり、「好ましくは」、「好ましい」、
「所望の」、または「望ましい」等の用語及び類似の意味の単語は、ある特定の特徴が、
本発明の構造または機能のために極めて重要である、必須である、または更には重要であ
ることを暗示すると理解されるべきものではなく、単に、本発明の特定の実施形態に利用
され得るかまたはされなくてもよい代替的または追加的な特徴を強調することを意図する
ものである。同様に、「及び（ａｎｄ）」という接続詞で関連付けられる項目の群は、そ
の項目のうちのありとあらゆるものが群内に存在することを要求すると解釈されるべきで
はなく、別途明示されない限りは「及び／または」と解釈されるべきである。同様に、「
または（ｏｒ）」という接続詞で関連付けられる項目の群は、その群の間で相互排除を要



(42) JP 6855371 B2 2021.4.7

10

20

30

40

50

求するものと解釈されるべきではなく、別途明示されない限りは「及び／または」と解釈
されるべきである。
【０２１９】
　ある範囲の値が提供される場合、上限及び下限、ならびにその範囲の上限と下限の間に
ある各中間値が、その実施形態に包含される。
【０２２０】
　本明細書の実質的に全ての複数形及び／または単数形の用語の使用に関して、当業者で
あれば、状況及び／または適用に適したように、複数形から単数形及び／または単数形か
ら複数形に変換することができる。種々の単数形／複数形の置換は、明確さのために本明
細書に明示的に記載され得る。「１つの（ａ）」または「１つの（ａｎ）」という不定冠
詞は、複数形を排除するものではない。単一のプロセッサまたは他のユニットが、特許請
求の範囲に記述されるいくつかの項目の機能を満たし得る。ある特定の尺度が互いに異な
る従属請求項に記述されるという単なる事実は、これらの尺度の組み合わせを使用して利
益を得ることができないことを示すものではない。特許請求の範囲内の任意の参照記号は
、その範囲を制限するものと見なされるものではない。
【０２２１】
　具体的な数の導入される特許請求の範囲の記述が意図される場合、そのような意図は、
特許請求の範囲内で明示的に記述され、そのような記述がなければそのような意図は存在
しないことが、当業者によって更に理解されるであろう。例えば、理解を助けるものとし
て、以下に添付される特許請求の範囲は、特許請求の範囲の記述を導入する「少なくとも
１つの」及び「１つ以上の」という前置語句の使用を含み得る。しかしながら、そのよう
な語句の使用は、同じ特許請求の範囲が、「１つ以上の」または「少なくとも１つの」と
いう前置語句と、「１つの（ａ）」または「１つの（ａｎ）」等の不定冠詞（例えば、「
１つの（ａ）」及び／または「１つの（ａｎ）」は、典型的には「少なくとも１つの」ま
たは「１つ以上の」を意味すると解釈されるべきである）を含む場合ですら、「１つの（
ａ）」または「１つの（ａｎ）」という不定冠詞による特許請求の範囲の記述に関する導
入が、そのような導入される特許請求の範囲の記述を含む任意の特定の請求項を１つのみ
のそのような記述を含む実施形態に制限することを暗示すると見なされるものではなく、
これは、特許請求の範囲の記述を導入するために使用される定冠詞の使用に当てはまる。
加えて、前置きされる特許請求の範囲の特定の数の記述が明示的に記載される場合ですら
、そのような記述が典型的には少なくとも記載される数を意味すると解釈されるべきであ
ることを理解するであろう（例えば、「２つの記述」というそのままの記述は、修飾語句
なしで、典型的に、少なくとも２つの記述または２つ以上の記述を意味する）。更に、「
Ａ、Ｂ、及びＣ等のうちの少なくとも１つ」に対する従来的な類似形が使用される事例で
は、一般に、そのような制限は、当業者が慣例を理解するという意味で意図される（例え
ば、「Ａ、Ｂ、及びＣのうちの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａ単独、Ｂ単独、
Ｃ単独、Ａ及びＢを共に、Ａ及びＣを共に、Ｂ及びＣを共に、ならびに／またはＡ、Ｂ、
及びＣを共に有する等のシステムを含むであろうが、これらに限定されない）。「Ａ、Ｂ
、またはＣ等のうちの少なくとも１つ」に対する従来的な類似形が使用される事例では、
一般に、そのような制限は、当業者が慣例を理解するという意味で意図される（例えば、
「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａ単独、Ｂ単独、Ｃ
単独、Ａ及びＢを共に、Ａ及びＣを共に、Ｂ及びＣを共に、ならびに／またはＡ、Ｂ、及
びＣを共に有する等のシステムを含むであろうが、これらに限定されない）。２つ以上の
代替的な用語を表す事実上全ての離接語及び／または語句が、説明、特許請求の範囲、ま
たは図面内であるかに関わらず、それらの用語のうちの１つ、それらの用語のいずれか、
または両方の用語を含む可能性を企図すると理解されることが、当業者によって更に理解
されるであろう。例えば、「ＡまたはＢ」という語句は、「Ａ」または「Ｂ」または「Ａ
及びＢ」という可能性を含むことが理解されるであろう。
【０２２２】
　成分、反応条件等の量を表す全ての数字は、全ての事例において「約」という用語によ
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って修飾されているとして理解されるものとする。したがって、そうでないことが示され
ない限り、本明細書に記載される数値パラメータは、おおよその値であり、取得が求めら
れる所望される特性に応じて多様であり得る。少なくとも、また均等論の適用を、本明細
書に対する優先権を主張する任意の出願中の任意の請求項の範囲に限定する試みとしてで
はなく、各数値パラメータは、有効桁数及び慣例的な四捨五入の手法を考慮して解釈され
るべきである。
【０２２３】
　更に、前述のものは、明確さ及び理解の目的で例証及び例としていくらか詳細に記載さ
れたが、ある特定の変更及び修正が実施され得ることが当業者には明らかである。したが
って、説明及び例は、本発明の範囲を本明細書に記載される特定の実施形態及び実施例に
制限するものと見なされるべきではなく、本発明の真の範囲及び趣旨に付随する全ての修
正及び代替手段も網羅するものとする。

【図１】 【図２Ａ】
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